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中国社会科学院中国辺境研究センター副研究員
北京図書館には東亜同文書院の一九三八
l
四三年
の書院生夏季旅行調査報告及び日誌目録が所蔵されている。ともに一種類で（あるものは複本があるが、この中に含めないて目録は以下の通りである。時間が限られているので、若干の学生 情況並びに旅行調査報告、及び日誌に対して簡単に紹介する。
第三十五期、昭和十年四月入学、十三年夏旅行調査、十四年三月卒業
坂下物平、前田五郎、浜和夫、松原理一、中村源吉（静岡県出身）の共同作成「日誌』（シャム班）。坂下は一九四二年当時、山東省塩務管理所に勤務し、既に亡くなった。前田は一九四二年当時、満洲国奉天市鉄道総局用度局計画課に勤務し、一九八八年二月二九 亡くなった。浜は一九四一年当時、大阪炭業に勤 し、一九四二年当時はどこに勤務したか（訳者注・・会員名簿に）載っていないが、既
房
建
日
Eヨ
に亡くなった。松原は一九四二年当時、撫順炭砿総局庶務課土地係に勤務し、既に亡くなった。中村は後に上海楊樹浦の裕豊紡績に勤務したが、 一 十二月八日の太平洋戦争勃発前夜 再度召集され出征し、北支派遣清水部隊森重隊に所属したが、一九四二年戦死した。
北川林男、高橋立太、五十川統、河田要て古屋鉄衛、
増崎依正の共同作成『日誌』（マレ
l
半島遊歴班）。北川は
卒業後上海 岩井公館 勤務し、一九九四年十一月に亡くなった。高橋は一九四二年、松下電器貿易に勤務したが既に亡くなった。五十川は一九四二年に天津フランス租界の兼松商店支店に勤務し、一九 一年三月十五日に亡なった。河田は一九三九
i四二年の会員名簿に就職先が未
記載だが、三年半兵役に服し、まだ存命である。古屋は一九四二年、豊橋陸軍予備士官学校歩兵生徒隊進藤隊の二に所属し、一九七九年三月十四日に亡くなった。増崎は河北省の津海道天津県楊柳青にある新民会事務所で職務に就いたが、入営中で、一九 十月二十日に亡くなった。
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長柄喜一郎、服部晋二、吉田哲郎、木谷達郎の共同作成『日誌』（嘉善〔現在の漸江省にほど近い上海の県名〕班）。長柄は一九四二年満鉄に勤務し、一九八九年六月十九日に亡くなった。服部は一九四二年、新京満鉄支社資材課に勤務し、まだ存命である。吉田は一九四二年日本製鉄で職務に就き、一九九三年二月十五日に亡くなった。木谷は一九四O年満洲国鞍山市の昭和製鋼所に勤務し、一九四一
i
四
二年の会員名簿には就職先が未記載だが、応召し、漢口で日本の敗戦を迎えた。一九九七年一月二十一日に亡くなった。翠田実、田村忠、河合一男の共同作成『日誌』（中支第三班）。翠田は一九四二年 上海北四川路の阿部市洋行で職務に就いた。今まだ存命である 河合は一九四二年当時満洲国白城県の白域子駅で職 に就いた。今まだ存命である。村上和夫、岩橋恒二、蓑津豊、武藤義道の共同作成『日誌』（大倉県班）。村上は後に上海四川路の三井物産に勤務したが、その後会社から入隊し、一九 六年十二月十一日に亡くなった。『大学史』の該期生の回想録後記 は、九四二年秋に中尉として迂偽軍事顧問補佐官という重要な活動をしたと書いてある。蓑津は現在、沼友会第三十五期の幹事をしている。武藤は一九三九年に卒業して、上海総領事館特別調査班に入り、翌年入隊した。一九四六 農業に従事し、一 五三 には教員 なり、一九八八年五月日に亡くなった。渡辺長雄作成『報告』（上海班、十二月）『上海を中心とする中支通貨の問題
1
円紙変調の考察を中心として』。表紙、
目次、参考図書目録は各一枚、本文は二十五枚（全て両面）である。渡辺は長野県出身で、一九四二年東京日本銀行本店で職務に就いた。現在霞山会の顧問である。萩下利明、渡辺健治の共同作成『日誌』（第三十五期北支経済調査第一斑）。萩下は一九四二年当時、三菱商事天津支店で職務に就き 既に亡くなった。渡辺は徳島県出身で、三輿株式会社で職務に就き、一九四二年入営中に姓を砂川に改め、一九九七年二月十三日に亡くなった。富田清之助、橋本昇、近光毅、菊池喜久治、中園静雄の共同作成『南通県調査班旅行日誌』。六月六日上海を離れ翌日南通に至り 七月 日南通を離れ翌日上海に帰る、四日南京へ行き十二日上海へ戻る、十八日青島へ行き二十一日済南に到着、二十九日に天津で解散、自由行動。十頁目には付記として仲間が蒙誼へ行った状況が 十一
l
十四頁
には七月十二了十八日 津浦線を北上した日誌が載っている。頁数 なく、本文十四頁 ある。富田は一九四二年当時、満洲国要女省虎林県の部隊に所属し 八一 二月一日に亡くなった。橋 は一九四 年当時、上海北四川路の華中砿業公司で職務に就き、一九九
O
年四月二十三日
に亡くなった。近光は一九四二年、北京新民会中央調査本部に勤務し、現在沼友会第三 五期代表幹事で 菊池は一九四二年、漢口江商出張所で職務に就き、今まだ存命である。中園は一九四二年当時 入営中。今まだ存命であス》。高瀬鉄雄、小谷念、佐野三治郎、栗固定吾の共同作成『武進県調査報告書』（常州班）。表紙及、ぴ目次はそれぞれ一枚、頁数はないが、本文百六十三頁である
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谷本誠、岡田米作、松本達雄の共同作成『日誌』及び『報告』（中支調査第四班、江陰）。河野武彦（山梨県出身） 鶴田藤太郎、簡目指田（台湾台南州斗六郡大稗庄麗竹巷四百七十三号）の共同作成『報告』（南京班）。日本軍の南京占領後の状況を述べている、表紙及び目次はそれぞれ一枚、本文七十九頁である。河野は後に住友系商社に勤務したが、戦争末期に再度出征し戦死した。鵜田は（訳者注・・戦争での）胸部のやけどにより、一九四二年当時傷規軍人広島療養所にあり、一九七八年七月三日亡くなった。簡は一九四二年当時 日本名を高原豊彦とし、上海四川路の三井物産で職務に就いた。現在台北に住んでいる。横尾幸隆（佐賀県出身）、本土敏夫、田浦正成の共同作成『日誌』（北支第二班）。六月一日上海を離れ、翌日青島に到着、五日済南到着、十日天津到着、十五日塘泊到着、二十三日北京到着、七月九日北京を離れ 二十四日張家口に至り、二十六日大同に至 二十九日包頭に至り、三十日厚和に至り、八月一日張家口に戻る、六日西蘇尼特、東阿巴曜、貝子廟に至り、十三日林西に至る、十七日赤峰を回り熱河に行き、二十四 そこを離れ 月一日にコ一人新京にいた。横尾は後 河北省宝祇県の新民会に勤務したが、太平洋戦争勃発後は再度出征し、一九四二年戦死した。本土は一九四二年 彰徳にある 南新民総会にいた。一八二年一月二十六日に亡くなった。今里明、浜田守保の共同作成『日誌』（北支第六班）。井上喜三郎、戸部茂、小林安正の共同作成『報告』 常熟班）。
瀬戸謙、妻木辰男の共同作成『報告』（中支第十四班、青浦班）。頁数はないが、表紙一枚、本文四十五頁。鈴木属吉など共同作成『日誌』（中支第十九班）。梅原和夫など共同作成『日誌』（南洋第一班）。内坂雄旗など共同作成『日誌』（北支調査第四班）。多倫に至る記がある。秦省吾（福岡県出身）、小野庄太郎の共同作成「撫湖調査報告』（中支第十三班）。頁数はないが、表紙一枚、本文四十六頁。秦は後に上海北四川路興亜院華中連絡部政務局に勤務し、太平洋戦争勃発後は再度応召されて出征し、九四二年に戦死した。青井正親など共同作成「日誌』（中支第六班）。青井は一九四二年に日本染料製造青島出張所にいた 一九九六年十二月十日に亡くなった。清水正徳など共同作成『日誌』（中支第十一揚州班）
C
田中康念、島田満穂、牛島俊吉、村岡侃、北野貞夫の共同作成『松江県調査報告書』、表紙一枚、本文二 枚。山田左雄、佐藤照勝、玉井三郎の共同作成『報告』（鎮江調査班）。すなわち鎮江経済の概要で、頁数はないが、表紙一枚、本文七十四頁である。松村甫などの共同作成『日誌』及び『報告』（昆山班）。松田俊彦、坂田逸郎、田代由紀男、横山能久の共同作成『南洋華僑ノ現状ト動向』（南洋第四班） 七十六頁。細川正直（長野県出身）、細萱元四郎の共同作成『日誌』（北支調査第三班）。六月一白書院を離れて 島に赴き、翌日到着、五日済南に至り、七日天津に至る、中日学院に宿泊、十六日北京に至り 二十三日保定に赴く。翌日石家
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庄へ行き、二十六日太原に赴く、二十八日石家庄に戻り、七月四日北京に戻る、六日張家口に赴き、十一日綴遠着、翌日蒙題連盟自治政府を訪問し、徳王に御機嫌を伺う。十三日包頭に赴き、十五日豊鎖に至り、笠日大同に赴く、十八日晋北政府を訪問し 翌日出発、 を回り二 日北京に着き、後に天津を経由して大速 赴き 二十四日以後は満洲との記識がある。頁数なく、表紙一枚、本文六頁。細川は後 大阪住友本社商工課に勤務したが、一九四
O
年
再度入隊し、満洲国理春の佑美部隊門倉隊に所属したが、一九四二年台湾へ赴く途中で亡くなった。小泉清一、橋口正行、村田久雄の共同作成『報告』（呉江班）、呉江の概要で、表紙 地図がそれぞれ一枚、本文百九枚。小泉は現在、温友会第 十五期の幹事である。小岩井忠勝作成『報告』（上海経済班）口新行内義兄などの共同作成『日誌』（北支第五班）。穴沢健二、西本礼三の共同作成『報告』（丹陽班）。丹陽経済の概要で、頁数はないが、表紙一枚 本文二十一頁穴沢は一九四二年当時新京の満洲中央銀行 いた。斉藤洲臣などの共同作成『日誌』（湖州班）。佐官県元一などの共同作成『日誌』（岳陽〔無錫の間違い〕珂τ
佐山は現在、沼友会第三十五期の幹事である。
第三十六期、昭和十一年四月入学 十五年三月卒業、十四年旅行調査安田秀三作成『日誌』（山西南部調査班）及、ぴ 報告 。安藤武治作成『日誌』。他に『報告』があり 蒙聴につ
いて述べている、既刊。長田憲一作成「日誌」（海峡植民地班）、他にある。既刊。池田安正作成「日誌』。他に『報告』があり、塩について述べ いる。川口守親作成『日誌』（広東班）。他に『報告』がある。春名和雄作成『日誌』（南通県調査班）。他に『南通教育概況』があり、両面十四頁（二十八頁）。村岡正三、田中信隆の名もある。『報告』（第二十六班タイ）。調査内容の一つは「華僑に対する同化政策」であり、両面十八頁（三十五頁）。村岡は現在、混友会第三十六期の幹事である。大久保泰、岡田晃の名もある。『大学史」には落ちているが、第三十四期生である。『日本中国学家』 は小伝が載っている。『報告』は刊行
c
大坪正十三、『報告』は刊行。大峡一男日誌（香港・洩門班）、六
i
七月、二十一頁、
五月二十九日に
OSK
の福建丸に乗り南洋班と台湾に赴く、
三十日は船上にあり 三十一日基隆に至る。六月二十三日漉門から軍用船に乗って海南島へ行き、二十四日夕方到着。二十五日上陸し、兵姑宿舎に入る。二 六日連絡車に乗って文昌へ行き、二十七日海口に戻って乗船し 二十八日出航。七月二十五日船に乗っ 上海 着く。大沢康男『日誌』、「報告』（第九班蒙彊遊歴班）、十六頁
D
他に『報告』がある。丹田四郎『日誌』、マレーについて。『報告』、上野陽とはマレ
l
班で、頁数はないが、五十一頁である。『昭和十
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「報告』が揚州及び
四年度マレ
l
調査班調査報告書』は、経済問題を論じ、資
源（錫、ゴム）と商業の二章に分かれており、頁数はないが、四十三頁である。佃正道「日誌』。『大学史』には名前がない。『報告』は川可－丁。γ4B．，94
』
房野博『日誌』。二頁後から頁数なく、二十六頁、六月一日出発、五日開封から出発し、石家庄を経由する。『報告』は、蒙植について述べている。富岡健次、松木鷲の名もある『報告』、『フィリッピン華僑海外貿易ノ発展』。岡島永蔵『日誌』。『報告』は刊行岡島正
l
病気｜『日誌』。頁数はないが二十七頁、報告『日
支事変下に於ける比律漬政府の動向』
0
『大学史』には名前
がないが、第三十五期である。
岡崎巌『日誌』（揚州班）。報告 小麦調査』（中支調査、
揚州班）。
岡田晃及び坂東薫、大久保泰『日誌』 『報告』（仏印〔フランス領インドシナ〕調査班）、『仏印労働条件及び
Ca
－－
sを中心としたる一研究』。『日誌』は坂東熊、大久保泰とのもので、六十頁。岡田は一九一八年一月五日生まれで、本籍は北海道、色白で体格が大きく、講演部に属する。一九四二年仙台市にある東北帝国大学法文学部法科を卒業し、同年七月高等試験行政科の試験に合格した。外国語が強く、同年外務省に入省し、中図書記生を任ぜられる。 務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（一九五九年五月、扉に「内部資料、秘密保持に注意」とある）中巻第千七百五十七
i千七百五十八頁に、「かつて中国に十三年住んだ
ことがあり、迂偽南京中央大学で中国語を学び、後に駐南京日本大使館館員に任じた。日本降伏後上海に至り、一九四七年に送還された。：・一九五七年九月七日、駐ジュネーブ総領事が私を訪ねてきて、中日両国政府の接触問題について話したと述べている
c彼には在日華僑の進歩分子が比
較的多く、実兄の岡田春夫は社会党左派である。」
岡幸男『日誌へ四十一頁。報告『河北省巽東地帯ニ於ケル棉花（棉実 棉実柏、棉実油ヲ含ム）』。岡正住『日誌』（広州班）、写本『広州地方物資ノ出回及取引状況』八十八頁、刊行。高橋克明『日誌』、三十一頁。報告『河北省東北部物産ノ出回、取引状況』棉花、小麦、落花生、葉煙草、同業組
合、会館について、百十四頁。高相武彦『日誌』。『報告』は既刊。宮静夫『日誌』、山東省調査班第三班、二十一頁。報告 山東省交通状況』。宮原正四郎『日誌』（香港班）、両面九頁 十七頁告『香港ニ於ケル日本人商工業者ノ活動状況』古赫正義『日誌』（南通を中心とする ）、両面三十頁（六十頁）。『報告』。古賀六郎『日誌へ湖北。 報告 は既刊古市清『日誌』（広東第二十一斑）、二十六頁、頁数なし。報告『広東地方交通状況』。光岡義男『日誌』、湖北。 報告 は既刊。『大学史』の佐賀県の項にその名があるが、早逝している。他に常会及び偽社団資料集『武漢演劇改善会 正義会、洪需の概要、華中青年協会』がある。光岡は一九四二年当時、恰爾漬大
r北京岡家図書館所蔵'lJ(盛岡文密院1938ー何年 書院生夏季銘行調査報告書及び日誌目u」
興公司で職務に就いたが、ニューギニアで戦死した。広末治男『日誌』（河北省調査班）、十七頁。『報告』は既刊。河合祝男、政治班、田中信隆の名が見える。『大学史』三十五期には名前がない。『報告』は既刊。タイの華僑について。河野龍雄『日誌』、表紙では「男」となっており、扉では「雄」となっている。報告『中支、徐州一帯の「教育事情に就いて 、附「開封附近の教育概況」』三十九頁。横川武『日誌』、『報告』。『日誌』（二十四班、香港・洩門）は三十頁、六月十五日広州、午前九時に一同は杉本少将を訪問し、海南島へ行く船を要望したら、昼一時に黄浦から出航する船があるので、司令部へ行って手続きをしないといけないとのこと、急い 手続きに行き副官に会ったが、船は既に出航してしまい、次は二十四日にな とのことでとても残念であった。十七日に船で台湾へ行っ 旨が記してある。後藤勝一『日誌』、『報告』（海南島）。吉村英助『日誌』、報告『海南島金融経済事情調査 書』（海南島調査班）十一月。吉田忠『日誌』、報告『展門貨幣金融調査報告』六十二頁。江淵薫『日誌』。『報告』蒙彊について。角田三郎 三十頁、藤州調査、のち牡丹江へ北上。他に『報告』がある。津波古充誠『日誌』（山西省調査班）十三頁。報告『山西省教育調査』、六月に太原で調査、四十八頁に表一枚加えたもの。
第十四班、南京・安徽蕪湖
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今村一郎『日誌』三十四頁、調査。『報告』は既刊。今西照男『日誌』（広東調査班）二十八頁。台湾、香港を経て洩門にぶらぶらし、六月二十九日は広州、朝九時頃憲兵隊に行き、回教問題の権威である佐久間氏に会う。三十歳前後の若手の研究者に、大学卒業後すぐここへ来てもらう必要がある。若い人が回教問題を研究しなければならない。広東の回教徒に対してこの方面における文化工作の必要がある、と言った 今西は現在、藤田の姓で、混友会第三十六期の代表幹事である。他に『報告』がある。井上博治は『大学史』に名前がないが、三十五期である。『報告』は既刊。井唯信彦『日誌』（中支第十三班徐州海州班）、頁数はないが三十六頁。他に『報告』がある。近幸一郎『日誌』（第十九班）三十二頁、辞 調査 後に北の満洲に至る。他に『報告』がある 『大学史』には名前がないが、三十五期である。堀深『香港調査旅行日誌』二十四頁。他に『報告』 ある。林正秋（長野県出身）『日誌』（基隆、香港調査）、頁数はないが二十四頁。基隆、嘉義を経て戻る。他に『報告』がある。『大学史』 は名前 ないが、三十五期で 。鹿谷良太郎、報告『上海交通 』（上海駐在班）、両頁（八十二頁）。鹿毛政人『日誌へ六十頁。五月二十九日
l
七月二十三日、
上海を出航し途中は台湾、広州、香港、湊門。六月二 六日に浪門、三十日海南島へ行く手配が順調でないと述べて
同文曾院記念報
いる。七月十三日夜八時に乗船し日本軍占領下の鹿門へ行く。興
E院政務部長の喜多氏宅を訪問。各国の歴任領事が
日本文化の水準が欧米に比べて低いが、凌駕していると思っていることが載っている。十四日は鼓浪棋で、同日乗船して離れる。他に『報告』がある。鹿毛は現在沼友会第三十六期幹事である。名倉光三（既に死去）『日誌』（中支調査揚州班）、両面十三頁（二十六頁）、他に『報告』がある。明野義夫『日誌』（河北省調査第二班）、三十一頁。他に『報告』がある。南恭輔『日誌』。他に『報告』があり、蒙砲について述べている。奥田隆『日誌』（南通調査班）、頁数はないが 十頁。他に『報告』がある。前川利雄『院省調査旅行日誌』、頁数はないが三十二頁。
他に『報告』がある。前田孝『日誌』、頁数はないが十九頁。済南に至り、徳県の宣教師を調査し、その後青島、大連、奉天に至った後に朝鮮を経て帰国。他に『報告』がある。浅川典生、『日誌』がある。他に『報告』があり、蒙遁について述べている。『大学史』には名前がないが、『会員名簿』には三十七期とある。浅山益生、『日誌』がある。他に『報告』がある。秋山安正、『日誌』（院南調査班）があり、頁数はないが四十二頁。『報告』があり、既刊。若規英敏、『日誌』（山西省南部ないが 六 他 『報告』がある。
山本尚長、『日誌』（岳陽調査班）があり、頁数はないが六十八頁。他に『報告』があり、既刊。山口勝之、『日誌』があり、二十八頁。南京、済南、青島と北京を経て六月二十八日に張家口に至り、若林先輩を訪ねてお世話になり、二十五期の広瀬先輩や三十一期の上原先輩と一緒に夕飯を食べる。二十九日午後 蒙彊連合委員会に行き、興亜院連絡長官の酒井少将に会い 約一時間半話を聞いたが、大いに有益であった。その後、特務機関へ行き下永（憲次）大佐（当時、徳化特務機関長）を訪問し、話を約一時間聞く。三十日朝八時半 混合列車 乗午後一時五十五分大同に至る、更道街にあ 本沢組 坂下先輩を訪ねてお世話になり、蒙語新聞の須藤先輩、大羽顧問（先輩）等と話しをした。七月二日厚和に着き、沢 顧問（先輩）宅へ行き る。三日包頭に行く、途中には阿片窟が一段と多く、高谷先輩宅へ行きお世話になる。四日豊鎮、大同を経て 五日北京着。十九日新 にあり二十四日釜山を出発し二十 広島に帰る、 ある。他『報告』があり、既刊。上野陽、『日誌』があり、岩間正雄の名がある。『報告』があり、丹田 郎の名がある。深沢治平、『日誌』及び『報告』があり、蒙彊について述べている。『大学史』 名前がないが、三十四期である石川久、『日誌』（山西省南部遊歴班）があり、四十三頁。他に『報告』がある。市村克孝、『日誌』（第十班〔武昌〕）他に『報告』（武昌）があり、既刊。樹野阪治、『日誌』（江西省班）があり、
十八頁。
四十八頁。他に
r~ヒ京国家図書館所蔵東亜同文曾院1938-43年 寄院生直争旅行調査報告曾及び日誌目 Sゐ9 
『報告』がある。水野安一、『日誌』（岳陽地方調査班）があり、頁数はないが二十二頁。他に『報告』がある。水野義徳、『日誌』（山西省南部調査旅行数はな 六松井端、『日誌』（フィリピン調査班）があり、頁数はないが二十一頁。他に『報告』があり、フィリピンについて述べている。松尾松一郎、（訳者注・・『日誌』あり）、田中信隆の名がある。他に『報告』があり、シャムについて述べている。松尾勇夫、『日誌』 第十八班、岳陽地方調査班）があり、頁数はないが二十四頁。他に『報告』がある。松木鷲、『日誌』があり、土手年松 鴨沢二郎、富岡健次との共同作成。更に『日誌』があり、鴨沢 郎の名は富岡健次の後ろにある。フィリピン班で、頁数はないが三十三頁。他に『報告』があり、フィリピンについて述べてい7Q。松田正人、『日誌』及び『報告』がある。松野念、『日誌』（江西省調査班） り、七十四頁。他に『報告』があるロ湯下良、『日誌』（山西調査班第一斑）があり、三十九頁。他に『報告』がある。田坂領甫、『日誌』があり、調査目的地は浪門、広州。海口、庭内を回る。二十二頁。他に『報告』が田坂三雄、『日誌』（第二十四班）があり、三十三頁。基隆。香港で調査。六月六日の項には海南島班と香港第一班がここに来たと述べてある。他に『報告』がある。
田尻親種、『日誌』があり、
査
c他に『報告』がある。田所善良、『日誌』（山東省調査班第四班）があり、二十
三頁。他に『報告』があり、既刊。
田中多四郎、『日誌』（第三班山東省班）があり、頁数は
ないが、三十二頁。他に『報告』があり、十一月、既刊。「大学史』には名前がないが、三十五期で る。
田中信隆、『日誌』があり、河合祝男、松尾松一郎、村
岡正三と共同作成、第 十六班 シャム因。五月二十九日乗船して上海を離れ、三十一日基隆港着、北投、台中に赴き、六月三日汽車に乗り基隆着、同日乗船、船上で田中辰一先輩に会う。六日海口着、天気が悪く上陸出来なかったが、田中が舟に乗るのを見送る 七日ハイフォン着。両面十六頁（三十二頁）。他に『報告』があり、既刊。土本邦雄、『日誌』（広東）があり、他に「報告』がある。土手年松、『日誌』があり、他に報告 華僑ボイコット状況』があり、松木鷲の名が見える。華僑について述べている、既刊。尾見博己、『日誌』があり、他に『報告』があり、蒙拒について述べている。西村敏雄、『日誌』があり、広東について述べている、他に『報告』がある。西村昇、『日誌』があり、他に『報告』があり、展門ついて述べている。下条義克、『日誌』があり、他に『報告』があり、既刊。下条は現在、福友会第三十六期幹事である。下垣内正典、『日誌』があり 他に『報告』がある。『大
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両面十頁
（二十頁）、
広東調
学史』には名前がないが、三十五期である。新野岩男、『日誌』があり、山東について述べている、他に『報告 がある。小林保、『日誌』があり、他に岩間正雄との『報告』がある。小田英資、『日誌』があり、他に『報告』があり、海南島について述べている。小西末一、『報告』があり、華興銀行について述べている。鴨沢二郎、松木鷲の名 見える。『報告』 フィリピンについて述べている。岩間正雄、上野陽との『報告』があり マレ
l
について
述べている、他に『報告』があり、小林保の名が見える。『大学史』には名前がないが、三十五期であ
野田久太郎、『日誌』があり（漢口調査班）、漢口皮革について述べている、両面六頁（十一頁）、他に『報告』があり、漢口につい 述べ いる。『大学史』 は名前がないが、三十五期である。伊東重美、『日誌』があり、他に『報告』があり 蒙彊について述べている、既刊。桜井善一、『日誌』があり、他に『報告』があり、蒙彊について述べ いる。色白で頭が大きく 性格よく、柔道部と呉竹会に属し、卒業後は東京市京橋区銀座三丁目の倉土木 入社した。『大学忠には大倉の欄に彼の名前が記載されていない。一九四
O年応召され入隊。国務院外事
弁公室編集印刷『日本人物辞典』（前掲）下巻第三千百八十八頁に女性参議院議員、高良富の秘書として載っ 。「日本の中国侵略時、武漢紡績工場で四ヵ月勤務し、一九
四二年日本が東南アジアを侵略したときに捕虜となった。一九四八年に帰国した後は緑風会にあり、一九五三年高良富の秘書の身分で、日本人居留民帰国協議代表団に従って訪中した」。後に労働省で活躍し、日本建設技術開発協会常務理事に任ずる。同じ『辞典』の中巻第二千二百十
l
二千二百二十頁には、「高良富は一八九六年生まれで富山県出身、一九五三年の訪華時、秘書に反動的日本人居留民と連絡し資料を収集するよう指図した」と載っている。宇野善蔵、『日誌』があり、他に『報告』があり、蒙彊について述べている、既刊。柚木弘久、『日誌』（中支第十三班徐州海州班）があり、頁数はないが四十五頁。原豊平、『日沖どがあり、他に『報告』があり、山東煙草について述べて る。原田益夫『日誌』があり、江西の外国人権益について述べている。中輝雄、『日誌』があり、フィリピンについて述べている、『報告』は既刊。中内二郎、『日持どがあり、北支について述べて る。中山一三、『報告』は既刊。一九一九年一月十日生まれ、本籍静岡県浜名郡新津村法枝二
l
一六九。『日本人物辞典』
（前掲）上巻第五百三十一頁には通信先を東京都中野区広町二十広野アパート二百四十一、日商中国室長として載っている。「上海東亜同文書院卒業（剣道部）。日本侵略者の中国侵略時、 日本領事館嘱託に任ずる（卒業後は上海宝山路の岩井機関に入る）。中野学校（特務学校）出身で、興亜院と関係があったということである。日本降伏後一九
『北京凶家図書館所蔵東亜同文~院1938-43年 曾院生夏季銀行調査報告書及び日誌目 SおI 
四六年に帰国し、七尾商会の名義で日商に替って中日貿易を行った。一九五三年カルカッタに行き、訪中を要望したが果せなかった。一九五五年日本商工訪中代表団団員になり訪中して貿易について語り、一九五六年、一九五七年と二回やって来た。政治的背景は疑わしく、やり方が悪賢く、表面的にはいい話をするが陰で我が国を中傷し、しかも密かに我が国の個人と交わり、彼の連絡員とした。一九五七年我が農業訪問団が訪日し 時、我々のために一纏ま の農業機械を代理購入したが、中に立ってとても大きな利を取り、後に我が方により発覚したのである。中国語に通じ、つき合いが上手く、上海 天津では交際が広かった」。在学時の人に与える印象は精力旺盛な弁が立つ陽気な人、というものであった。日商岩井の理事として、シンガポールを拠点として東南アジアの貿易 従 して活躍し 中 語以外にも英語やマレ
l
語に通じていた。この方面では滅多
にいない人材で、そのために通産省の表彰を受け、一九八一平卜月・
γ
一円に亡くなった口享年六十二歳。
守沢多賀夫、へ日誌』があり、他に『報告』があり、山
花Jfrω
について山なべている。
仲口比ハ秋夫、
ι日－一応』があり、『報告』は蒙謹について述べ
ているう佐藤県宴、『日誌』があり、他に展門（商工業、邦人）の報告があり、既刊。『大学史』には名前がな 、第三十五期である。
第三十七期、昭和十二年四月入学、十六年三月卒業（第三十八期、昭和十三年四月入学、十六年十二月卒業、全て昭和十五年に調査旅行を行う）この説には誤りあり、後の第三十八期の欄を見よ
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阿部普種、『日誌』（河北省調査班第二班）があり、天津、北京、張家口、大岡、奉天などの地を回る。他に『北支那経済開発ト日支合作問題ニ就テ』がある。安藤公一、『日誌』（長江流域調査第四班）があり、南京、蕪湖、上海、済南、天津、北京、奉天などの地を回る。他に『安徽省蕪湖に於ける物資の出回状況ーそ 輸送問題を中心として
l
』がある。
岸川正、『日誌』があり、北支と満洲に至る。八木了彦、『日誌』（緩遠省調査班）がある。柏村久雄、『日誌』（海南島調査班第四班）があ
D
百瀬竹男、『日誌』（海南島調査班第四 り、上海、台湾、広東、海南島、基隆等の地を回る。坂本正明、『日誌』（広東調査第二班）があり、『報告』は既刊。柴田武夫、『日誌』（山西省調査班第一班）があり、青島済南、徐州、石門 天津 北京、大同等の地を回る（一工ハ一一一ーー十一の『山西省教育復興状況』は借り出していない）。赤堀清、『日誌』（湊門調査班）があり 他に『湊門に於ける教育状況』がある。村井光三、『日誌』（山西省調査班第二班）がある。上海、南京、山西等の地を回る、他に 曲県にが、ける財政』がある。
村上通夫、『日誌』（海南島調査班第三班）がある。他に班が未表示の『日誌』があり、台湾、基隆等を回る。他に『海口市附近の地理』がある。崖春甲、朝鮮人で『日誌』には後に山本春甲とある。他に『華北政務委員会統治下に於ける経済統制とその影響』がある
ι
大森創造、『日誌』（長江流域調査第十一班）がある。大森睦彦、『日誌』（広東調査第一班）がある。多賀重孝、『日誌』（西省調査班第一班）があり、天津、奉天、新京等の地を回る。他に『国策会社の活動状況』がある。児島駒吉、『日誌』（長江流域調査第五班）があり、杭州、嘉興、蘇州、南京、蕪湖、済南等の地を回る。他に『事変前後に於ける九江の工業を見る』がある。蜂巣一郎、『日誌』（河北省調査班第三班）があり、他に『北支に於ける自動車交通に就いて』がある。風間金丸、『日誌』（河北省調査班第一班）があり、天津、北京、青島等の地を回る。他に『河北省に於ける教育状況』があるつ岡崎俊広、『日誌』（広東調査第一班）がある。他に苫収との共同作成『日誌』（広東調査第一、二班）があ 。さらにう広東省の貨幣金融に就いて』がある。宮木得行、『日誌』（漸江省調査班）がある。他に『杭州市地理調査』がある。宮脇弥七、『日誌』（長江流域調査第六班）があり、『報告』は既刊。宮野静夫、『日誌』（広東調査第二班）がある。他に 瀧
田実との共同作成『日誌』（広東省調査第三班）、さらに『広州地方物資の出回及取引状況』がある。宮沢宏、『日誌』（長江流域調査第十班）があり、武昌、漢口、武漢等の地を回る、他に『武漢三鎮の工業』があり、昭和十六年の安藤（健吉）のテーマとよく似た報告である。宮沢龍彦、『日誌』（海南島調査第四班）がある。古賀久生、『日誌』（山西省調査班第二班）が り、開封、天津、石門、太原等 を回る、他に『山西省太原に於ける軍管理工場に就いて』がある。谷本忍、『日誌』（広東調査第一班）があり、他に『広州市財政調査』があり、『報告 は既刊。横井秀信、『日誌』（長江流域調査第五班）があり、青島、上海、済南、旅順、大連等の地を回る。他に杭州 蘇州、南京、蕪湖、九江、漢口 大連 青島、北京、奉天等の地を回る。更に『江西省に於ける物資出回り状況』があ 。戸田拓二、『日誌』（旗門調査）があり 基隆、広束、香港、天津、北 等の地を回る。吉村健次、『日誌』（長江流域調査第三班）があり 蕪湖、漢口、南京等の地を回る 他に『安徽省の地方財政』がある。吉本正男、『日誌』（楊子江流域調査第三班）があり、蕪湖、漢口、南京、奉天等を回る。他に『安徽省に於ける鉱産資源に就いて』がある。吉田善以『日誌』（緩遠省調査班）があり、徐州 済南、天津、北京等を回吉田盛次、『日誌』（海南島調査第二班）がある。今村茂八郎、『日誌』（海南島調査第四班）がある。
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加藤大助、『日誌』（斯江省調査班）があり、上海、杭州、粛山、西興鎮、台湾等を回る。『報告』は既刊。加藤苔郎、『日誌』（綬遠省調査班）があり、南京徐州、天津 張家口等を回る。他に『蒙彊天主教』がある。江藤茂樹、『日誌』（緩逮省調査班）がある。今村俊一、『日誌』（漸江省調査班）がある。他に『漸江省教育施設復興状況に就いて』がある。今泉陽男、『日誌』（河北省調査班第一『北京、天津に於ける外国商社』がある。今井正次、『日誌』（河北省調査班第一斑）があり、青島、
済南、天津、北京等を回る。『日誌』があり、他に『河北省を中心とする華 交通建設事業概況』がある。井上道高、『日誌』（楊子 流域調査第二 ）があり、嘉興、杭州、済南、上海等を回る。他に『湖北を中心とする商業調査』がある。井原雄治、『日誌』（楊子江流域調査第二班）があり 上海、湖南、杭州、台湾等を回 。他に『杭州を中心とする貨幣合融状況』がある。開田正雄、『日誌』（庚東調査第二班）があり、『報告』は既刊。立花正平、『日誌』（漸江省調査）があり、他に『杭州、嘉興に於ける民船に就いて鈴木泰、『中支振興会社活動現況』がある。柳内滋、『日誌』（山東省調査）があり、青島 南京、済南、北京、天津等を回る。報告は田中専正の項を参考のこシコ瀧口実、『日誌』（庚東調査第一班）があり、台湾 贋束
上海、南京等を回る。贋東調査第三班。芦沢実、『日誌』（楊子江流域調査第八班）があり、武昌、天津、北京等を回る。また漢口、南京、武漢、武昌等を回る。他に『漢口市場を中心とする湖北省の棉花に就いて』があ馬場晃、『日誌』（山西省調査班第一班）があり、青島、済南、石門等を回る。他に『太原市の一般状況』がある。奈良岡弘、『日誌』（海南島調査第一 ）があり、他に『海南島の貿易』が平田剛、『日誌』（楊子江流域調査第二班）があり、他に『漸江船舶管理』がある。平田文次、『日誌』（山西省調査班第二班）があり、上海、徐州、石門、 京、大連等を回る。他に『大同 中心とする晋北地方の交通』がある。ちょっとはっきりしない。浦亮平、『日誌』（贋東省調査第一班）があり、他に 慶州市の一般地理』がある。前山博延、『日誌』（山東省調査班）があり 他に『山東貨幣金融状況』がある。前田知徳、『日誌』（楊子江流域調査第三班）があり、上海、南京、蕪湖、台湾、新京、大連等を回る。他に『安徽省に於ける商業及び商品について』がある。浅野栄市、『日誌』（楊子江流域調査第九班）があり、漢口、武漢、上海、青島、済南、天津、北京、大連、奉天、新京、京城等を回る。他に『漢口 於ける商業調査』がある。橋本隼登、『上海租界内に於ける支那大学の現状』。清水広、『日誌』（楊子江流域調査第十班）があり、漢口、
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武昌、武漢、宜昌、天津、北京等を回る。他に無錫、蘇州、漢口、宜昌、済南等を回る。さらに『武漢に於ける教育復興状況』がある。日野原朝典、『日誌』（河北省調査班第二班）があり、『報
告』は既刊。
三苫収、『日誌』（贋東調査第二班）があり、油頭、庚束、
基隆、台南、台北等を回る。岡崎俊広の項を参考のこと。森博民、『日誌』（楊子江流域 五 、他に『楊子江流域の麻』がある。森口薫、『日誌』（楊子江流域調査第二班）があり、他に『杭州に於ける主要紡績工業』があり、既刊。森茂樹、『日誌』（庚東調査第一班）があり、他に『蹟東に於ける我が興亜政策の政治的経済的発展』がある。山本（崖）春甲、『日誌』（河北省調査班第一斑）があり、『報告』は崖春甲の項を参考のこと。山本貞文、『日誌』（漉門調査班）があり、他に『庚東に於ける貨幣金融状況』がある。山崎秀一、『日誌』（福建省調査班 慶門日誌）があり、他に『度門に於ける邦人の進出居住状況に就いて がある山田正純、『日誌』（海南島調査第一班）があり 油頭基隆、台湾、海南島等に至る。六月四日！八月二日、史料金二、十三、二十四、二十六頁、十七
l十八頁は海南が記
載してある 前の三十九頁は日記であり、後の十頁は錫鉱表である。八頁の色は深く 九頁の色は浅い、ともに複写本である。『大学史』第六百頁 、彼は一九四四年一月十九日にパプアニュ
lギニアで戦死したと記載してある。
山本静夫、『日誌』（贋東調査第二班）があり、『報告』
は既刊。杉本要吉、『日誌』（河北省調査班第二班）があり、四十三頁、六月二日
l八月八日、青島、天津、張家口、大問、
厚和、包頭（安斎（庫治）に会った）、太原、北京。彼は一九一九年五月二日の生まれ、本籍は新潟県、一九四二年東京日日新聞社に職に就いた。国務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）中巻第千五百四十七頁には彼を毎日新聞社学芸部記者と記載し、「一九五二年毎日新聞社香港特派員を務めた。一九五七年日本考古代表団について中国に来た。この代表団は毎日新聞社により経費を提供され、毎日新聞社は彼を通じてこの考古代表団の活動事務を把握していた。同時に、彼は日本へこの代表団の中国に於ける活動情況を報道する責任を負っている 標準語と流暢な贋東語ができる。彼の言うところで 「早くから中国に来たかったが、機会がなかった。やっとこの方法を考え出して、この代表団を組織して中国 訪問し、新しい中国の実際状況を理解したい。かつまた、中国ではこんなに天地がひっくり返るほどの変革を行っ いるから、辺地 社会秩序が安定しているかどうかについて多少疑い 抱いいる。確認したかった。」と言 。帰国後、新聞の上に「中国科学」、「敦憧の旅」、「地方劇 発展」、「考古代表団 帰国」等の報道を書い ことがある。内容は比較的真実である。一九五六年六月ま 花柳徳兵衛舞踏団につ てわが国を訪問し、わが国に対する態度はまだ友好的であり、帰国後文章を書き、「中国人民は岸信介政府 中国を仇敵視する政策 反対 ているが それ 個別的な指導者ではなく全国民が一致しているのである」と報道 一九七五年
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十一月十四日に亡くなった。事年五十六歳。上野有造、『日誌』（楊子江流域調査第八班）があり、漢口、南口、武漢、済南、天津、北京等を回る
c
『報告』は
既刊。『漢 に於ける貨幣金融事情』上原礼次郎、『日誌』（楊子江流域調査第九班）があり、蕪湖、南京、漢口、青島等を回る。深堀吉郎、『日誌』（楊子江流域調査第四班）があり、十五頁（後の頁が欠けている）、六月一日
l
二十七日、蕪湖
に至った。他に『中支に於け 棉花の生産並びに分布状態』がある。石崎三郎、『日誌』（漸江省調査班）があり、二十六頁、六月一日
i
七月三十一日、杭州中日学校と仙頭に至る。他
に『杭州に於ける工業』がある。七十九頁。石田秀一、『日誌』（海南島調査第三班）がある。矢田民雄、『日誌』（河北省調査班 二 、北京駐在）があり、頁数はない 、八十六頁で、ばらばらになっている、大岡、張家口、奉天、釜山等を回る。六月二日
i
七月
二十二日。他に『日誌』があり、青島、済南 北 等を回る。飼手久雄、『日誌』（海南島調査第三班）がある。他に『海南島一般事情』がある。守屋聯平、『日誌』（楊子江流域調査第十一斑 り、六月一日l八月二十四日、頁数はないが、二十頁 杭州蘇州、無錫、上海、台湾等を回る。『報告』は既刊。松阪賢、『日誌』（山西省調査班第一班）があり、四十二頁、六月二日！八月十五日、青島 済南 徐州、開封、（朝鮮人について述べている）新郷、石家荘、太原、大同、包
頭、張家口、北京、昌平、奉天を回る。他に『我が興亜政策の在支発展状況』がある。松浦春男、『日誌』（楊子江流域調査第一斑）があり、二十八頁、嘉興、杭州、蘇州、南京等を回る
c『報告』は既刊。
太田英一、『日誌』（華中調査［指導］）がある。藤村敬三、『日誌』（贋東調査第二班）があり、台湾、贋東、展門、大連等を回る。他に『庚東の戦後状況』があり、二つの部分に分けている。後の部分の十六
l
十七頁の聞に
地図がある。藤原龍男、『日誌』（福建省調査班）があり、頁数はないが、八頁、六月四日
l
二十八日、展門旭滅書院に至る
c
仙
頭で、先輩の福井副領事 会った。他に『日誌』があり基隆、度門、油頭などに至る。なお 『展門島及び鼓浪槙島に於ける最近一年来の教育の復興建設状況に就いて』がある。田坂豊、『日誌』（楊子江流域調査第七班）があり、六月一日
l七月三十日、三十八頁、蕪湖、漢口、済南、天津、
北京等を回 他に『興亜政策に於け 在支日本人の発展状況』がある。田原勢典、『日誌』（楊子江流域調査第七班）があり、二十三頁、頁数はない。六月四日
l
九月三日、杭州、上海、
漢口、岳州等を回る。他に『華中水電現況』がある。田原はいま耀友会第三十七期の代表幹事であ 。田中専正、『日誌』（楊子江流域調査第十一班）があり、二十五頁、頁数はない。六月一日
l七月二十七日、杭州、
無錫、南京、 蕪湖、南 、青島、済南、天津 北京、天津、旅順、奉天、安束、京城等を回る 他 『漢口に於
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ける日本人の人口問題』があり、後の部分は柳内滋の報告である。昭和十六年と重複している。望月伸佐、『日誌』（楊子江流域調査第四班）があり、六月一日
l
三十日、二十頁、南京、蕪湖、漢口等を回る。他
に『安徽省の金融状況｜蕪湖を中心と
l』がある。
西山泰元、『日誌』（楊子江流域調査第三班）があり、十六頁、六月一日
l八月一目、南京、蕪湖、安慶等を回る。
他に『事変後に於ける安慶都市事情』がある。小久保欝郎、『日誌』（福建省調査班）があり、台湾、展門、仙頭、上海等を回る。他に『興亜政策の在支発展状況』があり、展門について述べてい 。小竹忠夫、『日誌』（福建省調査班）があり、六月四日
l
八月二十三日 頁数はな が、十九頁、長沙丸に乗って、基隆、厩門、油頭等を回る。他に『庭内特別市の財政』がある。緒方正己、『日誌』（山東省調査班）があり、二十頁 色が浅く、六月二日
l二十四日、青島と済南等を回る。『報告』
は既刊。尋木慎一郎、『日誌』（揚子江流域調査第一二十一頁、六月一日
l七月十九日、上海、杭州、藤州、南
京、蕪湖、奉天、大連等を回る。『報告』は既刊。永野羊男、『日誌』（漉門調査）があり、基隆、贋東、上海等を回る。粛藤保夫、『日誌』（河北省調査班第二班）があり、十六頁、六月二日
l三十日、張家口及び太原等に達し、蜂巣（一
郎）と同行した。他に『日持どがあり、青島 済南 天津北京等を回る。『報告』は既刊。
粛藤信幸、『日誌』（楊子江流域調査第二班）があり、二十二頁、頁数なし、六月一日l七月二十日、二五八l三五、青島、済南、天津、北京、奉天等を回る。『報告』は既刊。中村文雄、『日誌』（楊子江流域調査第八班）があり、二十六頁、六月二日
l七月五日、南京、蕪湖、武昌、武漢、
徐州、開封等を回る。『報告』は既刊。仲田茂、『日誌』（海南島調査第一班）があり、他に『海南島の交通に就いて』がある。緒永光雄、『日誌』（海南島調査第二班）がある。竹内俊夫、『日誌』（贋東調査第一班）がある。竹内馨、『日誌』（楊子江流域調査第十班）があり、六月一一日
l八月四日、四十一頁、蘇州、漢口、南京、徐州、包
頭等を回る。他に『事変後の武漢三鎮を中心とした一般地理概況』があ佐古贋利、『日誌』（河北省調査班第一班）があり、六月一一日！七月下旬、十五頁、上海、青島、済南、天津、北京等を回る。他に『天津紡績業の現状』がある。佐藤入実、『日誌』（海南島調査第二班）がある。佐藤昇平、『日誌』（楊子江流域調査第六班）があり、五月三十一日
l七月十八日、頁数はないが、十八頁、上海、
杭州、北京、天津、南京等を回る。『報告』は既刊。佐藤勇、『日誌』（楊子江流域調査第十班）があり、二十一頁、六月四日
l七月二十八日、南京、蕪湖、漢口、武漢
等を回る。他に『中支に於ける国策会社に就いて』があり、六十五頁、昭和十六年宮原一の後にある。他に 日誌 があり、山西調査、書名、頁数なし 村井光三の『 誌』を参照のこと。同一のものと考えられる。
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第三十八期、昭和十三年四月入学、十六年十二月卒業、十六年旅行調査、三十九期阿部博光、『日誌』（第二十六班）があり、基隆、庭内、油頭、上海等を回る。『日誌』があり、基隆、台湾、潮州等を回る。他に、『油頭の銭荘に就いて』がある。安藤健吉、『日誌』（第二十班）があり、六月六日
i
七月
十八日、二十八頁、南京、蕪湖、漢口、｛且昌、上海、北京等を回る。他に『武漢三鎮に於ける主要工業調査』これに近いテ
l
マは昭和十五年の宮沢宏のものである。
奥野重雄、『日誌』（太原調査、第三班）があり、他に『山西省の鉄道 就 て』がある。白井秀夫、『日誌』（第八班）があり、張家口を回 承徳、奉天、新京等 至る。他 産投斉県 就いて』があλv。白柳義て『日誌』（第二十七班）があり、六月二日
l
八
月十日、頁数はないが、二十四頁、基隆、上海 油頭 贋東、湊門、北京等を回る。他に『辞埠皮革工業事情』がある。また、『幹埠に於ける金融機関と通貨状況』（第二編）があり、作者及び年号がないが、 の年のものと考え 前記の『報告』の第二部とすべきものである。白子三郎、『日誌』（第十五班）があり 上海 北京等を回る。他に 日誌 があり 蕪湖、上海、南京、九江 漢口等を回る。なお、『江西省徳安県の財政に就いて』があ 。上記の県は当時日本軍に占領され 偽政権が成立していた。坂井一、『日誌』（第五班）があり、六月六日
i
七月二十
三日、二十三頁、北京を回り、張家口 大向 天浄等に至
る。他に『山東省の教育復興状況に就いて』がある。北原筆吉、『日誌』（第三十一班）があり、基陵、庭内、上海等を回る。本郷正雄、『日誌』（第二十九班）があり、上海 台湾油頭等を回る。六月二日
l七月十八日、頁数はないが、四
十二頁。他に『日持どがあり、基隆、鹿門、廃東、演門等を回る。なお、『庚東省の教育に就いて』があり、頁数はないが、六十三頁。池田陽二郎、『日誌』（第二十八班）があり、基隆、台湾、演門、油頭、民門等を回る。他に『日誌』があり、基隆、庭内、油頭、大向、包 なお、『贋東地方の交通に就いて』があり 九十二頁、（正文）目次二頁、中に秘密部分がある。川口金三、『日誌』（台湾調査）があり、六月二日l七月十八日、四十九頁 基隆 金門等を回る大森茂、『日誌』（第一班）があり 六月六日
i
八月二十
一日、二十六頁、満洲に至 他に『天津の工業に就いて』がある。道旗林三郎、『日誌』（第十一班）があり、六月六日l七月九日、十頁、前に経由路線があり、上海を回り 鎮江、楊州、南京、徐州 青島、北京等 鎮江県に於ける教育復興状況』がある。大脇秀次、『日誌』（第十六班）があり 六月六日
i
七月
十日、二十五頁 武漢 済南 等を経る。他に『日誌』があり、南昌を経て上海に至る。また 『南昌方面に於ける物資出回状況に就い 』稲野達郎、『日誌』（第一班）があり 慰安所及び頼母子
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講について述べている。六月五日
l七月二十日、四十八頁、
蒙古、新彊に至る。『報告』は既刊。殿塚隆吉、『日誌』（第二十二班）があり、六月六日
l
八
月二十一日 二十八頁、武漢、蕪湖、奉天、青島等を回る。他に『成寧県蒲折県岳陽県及び新堤地方の戦後状況』がある。伏木清吉、『日誌』（第二十三班）があり、六月二日
l
八
月一日、頁数はないが、二十一頁、基降、鹿門、蹟東等を回り、上海に至る。他に『報告』があり、鹿門のピ！フンについて述べてい 既刊。伏木は一九四二年満鉄の安東列車区にいたが、一九八七年六月 日に亡くなった。阿部賢一、『日一誌』（第二十五班）がある。前に日程表があり、六月二日
l八月十六日、二十九頁、上海から基隆、
青島、済南、張家口 天津 北京等に至る。他 『庭内市商会の現状に就いて、附鹿門の貿易及び物資出回状況』がある。目次は序言、第一章 本市商会の現状、第一節、本会の沿革、第二節、本市商会の章程 第三節、最近の本会業務概況、第四節、本会の財政状態、第五節、鼓浪棋区商会との関係、第六節 加入同業公会の沿革及、ぴ現状 第二章、貿易の現状 結言 となっている。片面 表紙一頁内容（目次を含む）六十七頁、 かは紙箔業工会（四十八l五十頁）等について述べている。一九九三年、鹿門の鷺
江出版社は、厩門地方誌専門家の洪ト仁が主編し、尻門槍案館と厩門総商会が編集した『展門商会楢案史料選編』を出版した。五百三頁。そ 中に当然ながら岡部のこの調査報告は入っていないが 阿部 この調査 価値はやはり大きい。それは、抗日戦争時期について言えば、 在こ
ような詳細な調査がないからである。阿部は京都の人、卒業後大阪市岩井洋行に入り、間もなく入営した。岡泰弘、『日誌』（第二十二班）があり、南京、漢口を経て上海に帰り、さらに漢陽、武昌 石門等に至る。岡田孝之、『日誌』（第六班）があり、六月六日
l
七月七
日、二十三頁、青島を回り、済南、北京、天津、奉天に至る。『報告』は既刊。岡幸雄、「日誌』（第九班）があり、六月六日
l
八月六日、
頁数はないが、十九頁、上海から南京、蕪湖、旅順、大連に至る。瀧石彰一と『江藤省見山県を中心とせる物資の出回り並びに統制に就い 』がある。綱木正昌、『日誌』（第二十九班）があり、六月二日
l
七
月十八日、二十四頁、基隆 台北、仙頭、贋束、演門等を回り、上海に帰る
o
『報告』は既刊。
高谷孝之、『報告』は既刊。高橋克夫、『日誌』（第四班）があり、蒙古、新彊について述べている。他に『山西省の教育に就いて』がある。高田武、『日誌』（第二十四班）があり、六月二日
l
七月
十八日、頁数はないが、十二頁、鹿門、台湾 基隆等に至る。他に『日誌』があ 基隆 台北等を回り、上海に帰る。また、『展門の人口問題に就いて』がある。高屋孝之、『日誌』（第二十六班）があり 六月二日
l
七
月十六日、二 二頁 台湾、油頭 庚東 至って、また台湾に帰る。他に『日誌』があり、台湾 展門 仙頭、潮州等を回る。
工藤良憲、『日誌』（第十五班）があり、 月六日
l
八月
十二日、頁数はないが 三 一 蕪湖 南京 天津、北
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京等を回る。他に『日誌』があり、蕪湖、漢口、漢陽、南京等を回る。また、『九江県に於ける教育復興状況』がある。宮坂喜雄、『日誌』（第二十班）があり、六月六日l九月十六日、頁数はないが、三十六頁、南京、蕪湖、漢口、｛且昌等を回り、上海に帰 南京 武漢、漢陽、漢口 ｛且昌、大連 青島等を回る。また 『湖北省漢陽県県政調査』があ宮下忠雄、『日誌』（楊子江流域）がある。宮原一、『日誌』（第十六班）があり、六月六日
l
三十日、
頁数はないが、二十四頁、南 、上海、蕪湖、南昌等を回る。他に『日誌』があ 南昌、上海 天津、北京等を回る。また、『支那農村金融に於ける頼母子講』がある。六頁、後は昭和十五年佐藤勇の報告となっている。古橋賢次、（三十七期）『日誌』（上海調査他に『上海公共租界警察機構に就いて』がある。国吉勲、『日誌』 第三十一斑）があり、 から、基隆、漢門、油頭、贋東河本忠司、『日誌』（第十四班、中支調査）があり、六月六日l七月三日、二十九頁、 っきりしない 南京 蕪湖等を回り上海に帰る。他に『日誌』があり、南昌、漢口等を経て上海に帰る。また 『景徳鎮陶姿器の商業的調査』がある。鶴田正男、『日誌』（第二十七班）があり、六月二日
l
七
月三日、頁数はないが、十六頁、上海から、展門、蹟東等を回る。他に『庚州対外貿易事情』がある。荒木茂、『日誌』（第三班）があり、『報告』は既刊。荒木勇、『報告』は既刊。
加藤通夫、『日誌』（第十八班）があり、上海から、藤州、南京、北京、新京、奉天等を回る。加藤幸男、『日誌』（第十七班、湖北調査班）があり、他に『漢口の人口問題』がある。井上俊一郎、『日誌』（第二十一班）があり、南京、蕪湖、漢口、上海、北 等を回る。第二十二班は北京、張家口、大問、北京、天津、大連等を回る。この二冊は前後の日記であり、同じものではない。他に『湖北省省政調査』があり、五十頁。久保田太郎、『日誌』（第九班）があり 蘇州から、無錫、南京、武漢等に至る。『報告』 既刊。菊池田郎、『日誌』（第二十三班）があり、表紙に と書いてあるが、実は『厩門島に於ける生活慣行』である。（毘門、台湾。日誌ではない）他に 日誌 があり、上海から台湾、庚東等に至る。笠坊乙彦、『日誌』（第十三班）があり、鎮江、蕪湖 北京等を回る。他にも『日誌』があり、鎮江、蕪湖、徐州、済南を回る。また、『安徽省の政治概況』がある。鈴木隆康、『日誌』（第十班）があり、上海から、西湖、鎮江に至る。他に『南京、態州を中心とせる欧米人の教育事業復興状況』があ鈴木信、『日誌』（第十一班）があり、天津から 北京、釜山に至る。また、鎮江、楊州 青島から、済南、張家口へ行く。『報告』は既刊。瀧石彰一、『日誌』（第八班）があり、藤州から 済南、青島、大速に至る。方向を転じて無錫、武漢等に行く。芦沢五郎、『日誌』（第十四班）があり、青島 済南
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津、北京を回る。鹿又秀一、『日誌』（第二十八班）があり、台湾、贋東、仙頭を回る。十九頁、六月二日
l九月十六日、香港、蹟束、
仙頭、基隆を回る。『贋東貨幣金融調査』は既刊。
皿谷伊勢男、『日誌』（第二十四班）があり、台北、基隆、蘇州、南京 張家口を回る。他に『展門の貨幣金融及び華僑に就いて』がある。木村正三、『日誌』（第五班）がある。木田弥三旺、『日誌 二十七班）があり、台湾、鹿門仙頭、洩門を回る。『報告』は既刊。内藤守義、『日誌』（第二十九班、贋東省班）がある。牛島辰雄、『日誌』（第一班）があり、奥野重雄の項にいれるべきである。平井勉、『日誌』（第十八班）があり、上海、武昌 漢陽、漢水、北京、天津、上海を回る。他に『湖北省各県地方財政』がある。前沢吉衛、『日誌』（第十七班）があり、漢口 天津 北京を回る。浅野栄市、『日誌』（楊子江流域調査第九班）が 他に『漢口に於ける商業調査』がある。橋本清、『日誌』（第二十［二十二班）があり、南京 済南、漢口、天津 。他に『日誌どが り 南京、漢口天津、奉天を回る。また、『武漢を中心としたる湖北省教育調査』がある。青柳星美、『日誌』（北支調査）があり、南京、蕪湖 漢口、武漢、幹埠 徐州 北 等を回 。第十九班 済南太原、昨埠、徐州を回る。 報告』は既刊
青木繁男、『日誌』（第十八班）があり、上海、済南、漢口、天津、北京を回る。別の一冊は、上海、漢口、南京、済南、天津、北京を回る。また、『漢口に於ける金融調査』がある。青山貢、『日誌』（第二十一班）があり、南京、蕪湖 漢口、武田回、北京を回る。他に『漢口特別市に於ける教育復興状況』がある。清水健次郎、『日誌』（第十六班）があり、南京、南昌、北京、釜山を回る。他に『南昌に於ける工業に就いて』がある。秋貞健一、『日誌』（第七班）があり、青島から張家口に至る。他に『厚和に於ける械箆業』がある。荻原義久、『日誌』（第十九班）があり、武漢、天津、九江、北京、上海を回る。他に『漢口特別市政府の財政 就いて』がある。泉沢尚太郎、『日誌』（第十四班）があり、上海、藤州南京、蕪湖、南昌、青島を回る。別の一冊は、奉天 撫順大連、旅順、奉天、新京、撤江を回る。また、『事変前に於ける江西省行政制度概略と戦後の推移に就いて』がある。三上量三郎、『日誌』（第二十六班）があり、台湾、仙頭、上海を回る。別の一冊は 台湾 南京、上海を回る。また『仙頭市潮安県潮陽県各地の教育状況』がある。三枝重雄、『日誌』（第二十班）があり、青島、済南 北京、太原、大問、包頭、上海を回る。別の一冊は、南京、蕪湖、武漢、漢陽 青島を回る。また 『武昌県の県政に就いて』がある。森精市、『日誌』（第三班）があり、蒙古、新彊について
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述べている。他に『報告』は既刊。森五郎、（第三十七期）、『上海市中央市場に就いて』。森脇優登、『日誌』（第二班）があり、他に『北支の金融に就いて』がある。山本君平、『日誌』（第六班）があり、大連から、青島、奉天、撫順、新京、恰爾潰等に至る。山本隆、『日誌』（第九班）があり、南京から、鎮江、天
津に至るり他 『鎮江県の県政に就いて』がある。
山根良男、『日誌』（北支調査 第一斑）があり 他に『事
変後の北支鉄道に就いて』がある。
山谷億、『日誌』（第九班）があり、上海から、青島 済
南、天津、北京、大連に至る。他に『昆山県に於け 教育復興状況』がある。山口栄、『日誌』（第三十班）があり、贋束、基隆、鹿門仙頭を回る。他に『贋東の土布工業に就いて』が山領康夫、『日誌』（南支沿海旅行、 三十班）があり基隆、台北、展門、仙頭、 束、浪門を回る。他に『廃東地方に於ける米に就いて』がある。山崎正春、『日誌』（第十三班）があり、南京、蕪湖、京を回る。他に『安徽省の教育状況』がある。山田公太郎、『日誌』（第七班）があり、大連から 青島、上海に至る。山田順造、『日誌』（第十班）があり 上海から 台湾庭門、仙頭、庚東に至る。他に『南京、罫州を中心としたる支那側学校教育に就いて』がある。他に『報告 り、既刊。山下伸二郎、『日誌』（第二十一斑）があり、南京、蕪湖、
武漢を回る。上野慎一、『日誌』（第三十一班）があり、上海、基隆、決門、贋束、厩門を回る。他に『蹟東にが、ける査民に就いて』がある。上野有造、昭和十五年を見られたい。石崎昌雄、『日誌』（第十一斑）があり、北京から、済南、青島等に行く。皿谷伊勢男。松本浩一、『日誌』（第七班）があり、青島から、石門、新京、奉天に至る。松本鎮夫、『日誌』（第二班）があり、他に『河北省を中心とする華北自動車交通に就て』がある。松本正、『日誌』（第十六班）があり、南京、天津 奉天、恰爾演を回る。他に『南昌に於ける支那家族の組織に就いて』がある。松崎茂夫、『日誌』（第二十一班）があり、南京 上海青島、済南、天津、北京を回る。別の一冊は、南京 蕪湖漢口、北京、漢陽を回る。また、 事変後の漢口市政に就いて』がある。松下京平、『日誌』（第十七班）があり 済南、南京、北京を回る。他に『湖北省の棉花事情』があ藤原敏夫、『日誌』（第二十五班）があり、上海、基隆太原、奉天、旅順、新京を回る。別の一冊は、上海、基隆、太原、奉天、撫順を回る。また、『鹿門 教育状況』がある。田尻泰正、『日誌』（第二十三班）があり、台湾 海南島北京を回る。別の一冊は、鹿門 海南島 庚東 張家口を回る。『報告』があり、アモイの紙箔について述べ
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ている。既刊。彼は一九一七年の生まれ、東京の人、（福岡の出身という説もある）本籍は佐賀県佐賀郡巨勢村一一六、一九四二年当時中国連合準備銀行安徽省宿県西門大街九七号宿県顧問室で仕事をした。国務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）上巻第八百三十頁に彼を朝日放送東京支店放送部長と記載している。卒業後「偽華北連合儲備銀行で「経済調査」の仕事をし、中国の多くの地方へ行った。上海で国民党の日本戦争捕虜収容所の通訳を務めたことがあり、中国で十五年居住した。一九四六年帰国後、京都の新聞社で編集長を務め、同時にこの新聞社労働組合委員長に任じていた。 一 朝日放送へ転じ現在に至る。一九五七年七月に日本 間放送訪中団団長の肩書きでわが国を訪問した。訪中の間、政治思想が反動的であることを呈し、「二つの中国」という誤った論を主張 、岸信介を崇拝している。彼はソ連、米国は帝国主義であって、ソ連は中国を支配し 米国は 本を支配していると考えている。彼はまた、日本は民主、自由の国であるが、中国の社会気風がよくなったのは政府の強制によったものと考えている。人柄は悪賢く 口 うまい。訪中 時 積極的に外交に関する探りをいれて、わが国の対岸信介政府の態度を観察した（周総理 この代表団と接見し 岸信介中国人民を敵視する政策を糾弾した。事後、彼はなんと「だまされた」と言った）。わが国の人民内部の矛盾に大注目し、最初はわが国の建設成果に対して見下げてい が、そ 後は「中国のこの八年来の政策は正しく、大きな発展 あった」と言わざるを得なか 。生活態度 不良風がある。中国語ができ、旧中国の情況をよく知っている」。一九七
三年に朝日放送産業人友好訪中団の事務局長として中国に来た。のち、同社取締役テレビ編成局長を務めた。一九九七年二月六日に亡くなった。享年八十歳だった。田中専正、『日誌』（楊子江流域調査第十一班）があり、
他に『漢口に於ける日本人の人口問題』がある。昭和十五年と重複している 彼は一九四二年二月十六日に亡くなった。通藤軍二、『日誌』があり、南京から、徐州、北京に至る。通藤軍二、木村正三の『北支居留民団及び居留民会に関する調査』がある。これは大変価値 ある調査報告である。通藤は一九四 年当時台湾銀行の職に就き、今なお健在である。木村は一九四二年、京都の部隊に入った。一九九六年十一月十五日に亡くなった。窪田元次郎、『日誌』（第二十一班）があり、南京、蕪湖、漢口、青島を回る。別の一冊は、上海、 、南京、洞庭湖、武昌を回る。また、『漢口地方の物資交流と合作社就いて』がある。丸田慶一、『日誌』（第二十三班）があり、庚束、決門、基隆を回る。別の一冊は、麗門、決門、基隆、青島、済南、天津を回る。『鹿門と福建華僑（華僑送金を中心 するとは既刊。『厩門貨幣金融概況』尾藤昇、『日誌』（第八班）があり、上海から、青島、承徳、奉天、撫順、新京、喰爾演 大速に至 他に『蒙彊に於ける教育の現状』があ尾形明、『日誌』（第十四班）があり、南昌、済南、北京を回る。別の一冊は、南昌、南京、 済南 天津を回る。『報告』は既刊。
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武藤義一、『日誌』（第十二班）があり、杭州から、蘇州、南京、上海、台湾等に至る。他に『杭州を中心とする漸江省交通一般状況』がある。西村正介、『日誌』（第二十七班）があり、基隆、台北、厩門、仙頭、珠江、決門を回る。他に『贋東地方の水上交通』がある。細豊治、『日誌』（第二十三班）があり、台湾、展門、贋東を回る。他に『厩門の教育状況』があ小島宗雄、『日誌』（第三班）があり、大同について述べている。小林三郎、『日誌』（第十三班、中支、安徽省調査班）があり、他に『蕪湖の土布工業に就いて』がある。小沢潤一郎、『日誌』（第十九班）があり、上海、南京、九江、漢口 武昌、漢陽を回るロ他 『武漢工業調査』がある。新角叔郎、『日誌』（第二十八班）があり、六月二日
i
七
月二十三日、十二頁、基隆、厩門、上海、南京を回る。他に『成東の居留民団に就いて』がある。新井宝雄、『日誌』（第十二班）があり、浦口から、幹埠、済南、北京、張家口、北京、奉天に至る。他に『杭州を中心とする経済地理』がある。彼は戦後に 新彊 瀞記』を書いている。岩本隆夫、『日誌』（第十七班）があり、上海、南京 蕪湖、漢口、徐州、天津、北京を回 。塩崎美智男、『日誌』（第十二班）があり、杭州から京、大問 北京等に至永江和夫、『日誌』（第六班）がある。青島から奉天 恰
爾演。英米タバコ会社に関する大部の報告が刊行されている。本籍は鹿児島県鹿児島市上龍尾町三。外務省給費生、卒業後一九四二年恰爾漬馬家溝国課街十二号の永江商会に、戦後は伊藤忠商事に入り、中国室の重鎮として、達者な中国語で中日貿易のため活躍した。国務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）上巻第九百八十四頁に「連絡先東京都中央区日本橋二の四、伊藤忠商事中国謀課員、上海東亜同文書院修了（筆者注・・卒業の誤りであろう。この他の（）は原注）、中国の情況を熟知している。一九五七年、一九五八年二度にわたり 談のため来華。もともと日中貿易 促進を主張していたが、秋間美雄（伊藤忠商事中国課長）及び小島敬三（伊藤忠商事中国課員で侵略主義者であった海軍中将故小林省三郎 手先）の影響を受け、常に反動的人物に接近し、 独占をたくらむ日本独占資本家の忠実な僕となったョ在華期間中 中国語がよく出来るので各地に出没した は 国の情況を探るためであり、態度が相当わるい」とある。同じく『日本人物辞典』上巻第二百二十八頁、小島敬三の項目に、「一九一二年生、連絡先は永江に じ、伊藤忠商事中国課通訳。東京 身 天津で育ち天津中日学院と上海同文書院卒業（第四十二期 在学中は野球好き 、日帝の中国侵略期間中、同文書院 の特務分子とつながりを持ち、 軍中将で中国侵略主義者の大物 小林省三郎の配下として特務活動に従事した 投降後は帰国させられた。一九五
O年大洋物産に就職し、一九五五年伊藤忠商事
に転じ中国課通訳となった。一九五七年伊藤忠商事中 課長秋間美雄に随って来華、同年十二月、日本毛織品賠償代
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表団に随って訪中、一九五八年四月、東洋人造絹糸職員森本忠夫に随って来華した。中国語に精通し京劇を唱い中国通である。政治的背景は疑わしい。前後四回貿易のため来華した。国際貿易上の知識 なく、情況の理解を口実に方々へ出廻り、一九五四年中国赤十字会李徳全会長の訪日時は、日本側の通訳をした。一九五七年小林省三郎 軍万を毛主席に贈呈したいとして訪 を希望し、政治的資本としようと企んだが拒絶された。後、ト
l
ジュ
l
副社長、一九
八九年八月二十三日に亡くなった。小林省三郎、一八八三年九月五日生れ、新潟県出身。一九三一年十二月満洲特務機関長、一九三三年四月駐満洲海軍部司令官、翌年十一月中将 昇進 鎮海要港司令官、一九三六年 月預備役に入る。一九四五年七月国漂連盟本部長、一九五六年四月二十二日死去、事年七三歳永田達爾、『日誌』（第二十六班）、展門、油頭、広東を回る。有野芳郎、『日誌』（第二十班）、他に『特別困の性格と囲為替集中制に就いて』がある。友野裕、『日誌』（第二十班）、武漢、天津、大連、上海を回る。他一冊は蕪胡 漢口、大連、旅順を回る。また『武漢地区の交通について』がある。原念、『日誌』（第二十四班）、鹿門、仙頭、広束 台湾を回る。原田留吉、『日誌』（第二十四班）。他に 江流域の経済に就いて』があり、既刊競岡習志、『日誌』（第四班） 他に『太原に於ける織布マニユ つ る。
斎藤裕三、『日誌』（第六班）、大連、青島、天津、北京、張家口、恰爾漬へ至る。『報告』は既刊。中島秀孝、『日誌』（第三十班）、台北 基隆 油頭 広束捜門を回る。他の一冊は基隆、台北、鹿門、広東を回る。また『広東に於ける象牙業にかんして』がある。中条康彰、『日誌』（第八班）がある。上海、青島、承徳、奉天、新京を回る。第四十期、昭和十四年四月入学、十八年九月学部卒業、十七年旅行調査阿部弘、三十八・三十九期、『日誌』（第十班）では青島、天津・北京を回る。他に『支那に於け 現在 政治建設の状況』がある。阿久津房治、『日誌』（南支調査班）。阿久津房治、小野桂門田功、第二十五班、『北支、中支政治建設状況について』。安藤資郎、『日誌』（第二十三班）がある。天津、杭州蘇州、青島、済南、奉天を回る。他に『愛郷会』がある。百瀬源、『日誌』（北支調査班）がある。百瀬源、田中市松、秋山征士、滝本一夫 第二十六班、『蘇州に於ける金融機関と通貨の現状』 百七十八頁。坂本浩、『日誌』（第十班）がある。大連 青島、済南、北京を回る。他に『支那に於ける政治建設の状況』がある。坂下雅章、『日誌』（第二班）がある。上海、済南、石門、大同、包頭、張家口等を回る。北出太良、『日誌』（第十七班）がある。上海、青島、済南、天津、北京を回る。
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北村清八郎、『日誌』（中南支調査班）がある。浜島暁、『日誌』（第十班、南支）がある。薄葉行雄、『日誌』（第三十班、 ）がある。長坂毅、『日誌』（第十六班）がある。青島、南京、上海、浦口を回る。重松盛二、『日誌』（香港・演門調査 第三十七ある。村田裕彦、『日誌』（第二十三班）．がある。上海、漢口、北京、張家口、青島を回る。湊保、『日誌』（第十二班）がある。青島 済南、南京天津等を回る。湊保等の『北京語補助動詞の研究』がある。一九一二年東京出身 国務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）下巻第二千五百九十五頁に、彼 連絡先として東京都中央区銀座東二｜四竹田ピル三階近代映画協会内と記載があり、この協会職員であ 「同文書院在学中に長春、恰爾演、沈陽、鞍山、安東、大問、張家口、包頭、漢口、九江、南京、辞州 杭州など 活動する。卒業後は東京 帰り 間もなく軍に徴兵され長春の南嶺兵舎へ配属させられる。後に、沈陽 鞍山へと移動し、経理（軍需）学校に勤務する。北京に移り四ヶ月生活したことがあったが、一九四五年五月帰国 軍需少尉となる。一九五一年頃から映画活動 従事し始め、一九五六年 日本映画代表団の乙羽信子の随行員として訪中 、日本映画祭に 席する。中国についてはとても詳 いが 在華中、私に対する態度はひどく倣慢で友好的ではなく、何に対しても興味を示さず、「 あるものは、全て日本にもある」と言ったことがあった。ま 日本 知識分子は全て「表面上は共
産党を擁護するが、選挙で投票する時には棄権する両面派であると言ったこともあった。また、日本共産党は二十年間牢屋に入れられていたので、今では情勢の必要に及びつかないとも言ったことがある。」一九七三年十二月七日に亡くなった。享年五十二歳。大村弘、『日誌』（第十八班）がある。上海、蘇州、南京、徐州、済南、北京を回 。大島新吾、『日誌』・（第二班）がある。杭州、酵州 南京済南、太原 石門 大同などへ至る。大江勝、『日誌』（第四班、北支蒙彊方面 青島済南、太原 大向 張家口を回る。別の一冊は青島から石門・太原・包頭・百霊廟などへ至る。大久保啓三、『日誌』（第十二班）がある。鎮江、南京、浦口、済南、北京を回る。大森史郎、『日誌』（第二十二班）がある。南京、武漢蕪湖、天津 恰爾演。大森史郎、鈴木良介『漢口地方 軽工業について』。徳永速美、『日誌』（第七班）がある。南京から済南 石門、北京へ至る。弟飼遠哉、『日誌』（第十二班）がある。南京、徐州 開封、太原 大向。東輝夫、『日誌』（第二十一班）がある。上海 嘉興 欝州、南京 台湾を回る。他に『安慶救済事業』があ 一九四二年三十九期、昭和十八年にも見える。渡辺卓郎、『日誌』（第二十班）がある。上海、南京、徐州、開封、済南、北京を回る。碓氷純男、『日誌』（第十九班）がある。上海、青島 芝
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釜山を回る。他の一冊は、
上海、
北京、
景、大連、回る。福田経（三十九期）、『日誌』（第七班）がある。南京、済南、北京等を回る。福田経らの『華北に於ける政治建設状況、新民会工作を中心とする』もある。長崎出身、一説には福岡出身。一九四二年当時西部第四十七部隊新原隊福田班に配属 一説には朝日生命（華北合作社）にいたとも言われ、一九八八年十 月十八日死去。福田のこの新民会の報告は大変価値がある。一九八九年十二月、光明日報出版社が 市棺案館編『日偽北京新民会』（三十五万字、四百五頁）を出版した。これは現在のところこのテ
l
マに関する出版物では最も完備されたもの
で、価値が高い。編者の水準も高い。北京市楢案館の資料集にはもち ん福田のこの報告はないので、この報告は北京市指案館の不備を補い、或いは互いに裏付ける。 本の統治下では、福田の ような調査 告や日本語の資料は北京偽政権の実情についての中国語 史料に代わるものではない。日本語文献の若干の内容は中国語の史料には無いものであるが、これは基本的に日本側が北京 中国人市に結局売国奴が誰かということを知らせたく無かった為である。ここ 、一九四一年二月一目、迂偽の東亜連盟総会が南京で開催された時に新民会が合流さ られなた原因について少し述べる必要があろう。
一九三八年十一月、日本の近衛首相が「東亜新秩序」確
立の芦明を発表し、東亜連盟本部を東京に置き、日本 駐華特務機関が占領地区内 「東亜連盟運動」を進め、一九四一年二月一日、在偽の東亜連盟中国総会が南京で開催さ
釜山を
れ、注精衛が会長となった。「東亜連盟運動」の提唱者は石原莞爾中将（一九四一年六月東亜連盟協会顧問に就任）であり、中国での運動の具体的な執行者を辻政信少佐とした。この人物は軍の階級は高くないが、政治的主張を有す熱狂的な少壮軍人のグループで、すこぶる能力もあった。彼は一九四
O年二月、駐南京支那派遣軍司令部に配属され、
ついに軍令によって華北 新民会、南京の大民会、上海の興亜建国運動及び武漢の共和党等の偽満共和会のような偽民間中国人の政治組織を解散するよう要求し、一九四一年一一月一日を以って迂偽の東亜連盟 国総 が で設立する総会へ合流するよう命じた。こ は公然と迂偽に政治上の非迂偽系列の傍流偽組織を「統一」させ こ であった。実際これより以前、既に穆斌はこ 点に気付き、一九四
O
年五月に北平で「中国東亜連盟協会」を成立させ、愚かにも形を換えて新民 を遣し、在偽と対抗した。結果は九四一 十 首相に就任した東条英機の命令によって、僅かに華北の新民会は残されたものの、新民会はの支部になれなかった。
一九四三年一月二十六日には迂精衛を新民会名誉会長に
就任させ、南京の大民会、上海の興亜建 運動及び武漢の共和党は解散させら 、注偽 総会と合流 。上海の興亜建国運動の創始者岩井英一の言 よれば、新民会が未だ合流されていない本当の原因は東条首相が石原の権力増大を嫌い、抑えつけた である。
一九四
O年五月に新民会の機関誌として『東亜連盟月刊』
が創刊され、嬉斌が社長に、張君衡が総編集となり、翌年四月二十三日には発行数は千部となった。新 の発足後、
r北京国家図書館所属産東盛岡文書院1938-43年 曾院生夏季旅行調査報告書及び日詑目録』27 
同文書院の学生の一部は新民会に参加した。冨固定、『日誌』（第八班）がある。青島から済南、へ至る。他に『北支政治建設』がある。岡本健、『日誌』（第三十七満洲班）がある。阿部照夫、『日誌 中南支調査班 第三十五班山東調査班。岡秀彦、『日誌』（第二十班）がある。徐州、開封、漢陽を回る。別の一冊では、南京、浦口、徐州、石門を回る。高倉授、『日誌』（中南支調査班）がある。高宮敬、『日誌』（第八班）がある。上海から青島、済南、大同に至る。高橋嘉夫、『日誌』（第五班）がある。青島から済南、太原、徳県、北京、包頭等に至る。高橋升治、『日誌』（第一班）がある。済南、大岡、天津、張家口、北京を回る。高橋升治、奥田隆春、黒木正吉等『主要都市に於ける金融機関及通貨の現状』は蒙彊について述べている。高田宣夫、『日誌』（第二班）、杭州から嘉興、済南 包頭などに至る。高原茂美、『日誌』（第三十七班北満調査班）がある。宮島英三、三十八・三十九期、『日誌』（第二班）がある。上海、嘉興、蘇州、南京、蕪湖 済南 天津を回る。宮島英三、太田松男『懐寧県県政調査』がある。溝上慶治、『日誌』（第九班）がある。上海から青島、済南、北京へ至る。吉本祝、『日誌』北京へ至る。
石
門
（第九班）がある。上海から青島、
石門、
広長敬太郎、『日誌』（第十二班）がある。上海から南京、徐州、済南、天津へ至る。別の一冊では、浦口、南京、徐州、済南へ至る。また第十三班での『天津旧英国租界』がある。賀来揚子郎、『日誌』（第三十一班、南支、寧波地区調査班）。この中で、一九四二年六月八日上海から船に乗って出発、九日寧波に到着し、埠頭で先輩の近幸一郎（三十六期生、大分県出身、色白で長身 性格は温厚、当時上海東亜海運支店日本輸出部 勤務、既に亡くなった）と会う。十日、憲兵隊に行き春木谷曹長に会いに恵政巷特務機関へ行く。十二日熱を出す。十四日馬殿（幸治郎、同期、一九八五年八月二十六日亡くなる）が寧波 来 十五日機関の山本政務部長と会い、錫箔と麦藁帽子についての情況を知る。三 二期の西山進先輩（鳥取県出身 当時上海九江路二百三十号辞漸院税務総署に勤務 存命中）の紹介を聞き入れてくれたコ十六日、泉機関長と会う。二十三日馬殿が上海へ帰る
3
二十四日、船で余挑へ移動、特務機関
へ行き、現地の名産である塩や手織り木綿について知る。二十六日寧波へ戻り、二十八日寧波を離れ、翌日上海に到着する。三十日、戸田（義郎）先生宅へ行き、寧波での情況を報告、併せて漢口 事も話す。その後、新上海飯店在住の近（幸一郎）先輩に寧波での配慮に対して感謝 表しに行く。七月一日西山先輩に会いに行き、寧波で 配慮対して感謝する。同日、列車で南京に行き馬殿と会う。二日、満洲大使館（願和路 号）へ行き、田中先輩（玲礎、二十六期生、福岡県出身、朝倉中学卒、以前、南華印刷に勤務したが、後に山田純三郎主宰の江南正報に勤務する、
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一九三七年に上海黄浦灘路東和事務所駐在員として勤務、則ち満洲国政府財政部上海駐在員、一九四
O
年満洲帝国通
商代表南京事務所に移り、一九四一年大使館に改められる、後に新京満洲国外交部に転任、戦後は新聞社に勤務、一九八七年九月二十六日亡くなる）に会う。三日蕪湖 到着三菱で馬殿の弟に会う。途中漢口調査から帰りの村田（裕彦、一九 七年十一月二十五日死去）と緒方（正義、一九四五年七月二十五日戦死）と会う。四日 演華洋行の光石先輩（重爾、十五期生、 八九六年三月生、本籍地は佐賀県、書院卒業後、江商 入社、上海、カルカツ夕 ジャワ各支店に勤務、一九三 に光石商会に移り、翌年九月繍華洋行に入社、十二月蕪湖に転属し出張所主任となる 併せて陸軍主計少佐に任じられ、居留民評議員及び在郷軍人分会副分会長 推される。読書を好み、真宗を信奉した。蕪湖四明路仁義里三十三号繍華洋行に 住 電話あり。妻は一九
O
一年生まれ、長男の純一は当時関西学院に在学、
他に男児と女児がいる。戦後は熊本市に住む 既 亡くなった）及び三井洋行の山口先輩（栄盛、十四期生、鹿児島身。一九三七年当時は福岡県若松市 井物産に勤務、一九四
O年幹阜に転属、翌年蕪湖に移る。一九八
O
年一月十二
日亡くなる）を訪問する。同日、土手先輩（年松 三 六期生、広島出身で柔道部。性格は豪放で、当時は蕪湖 明路仁義里三十三号の三井洋行に勤務、一九四
O
年に上海に
転勤し、三井洋行退社後の一九七八年十月二十四日亡くなる）を訪問。六日安慶に到着、 日九江に到着、八日石灰窯到着、大冶に行き二期生の江口先輩（良吉、 形 出身。かつては武昌警察学校副教員及び長崎高等商業学校教授を
務め、後に外務省に入る。当時は日本製鉄大冶出張所顧問であり、一九三七年にはすでに大冶県裳家湖漢冶芹公司大冶工廠に勤務する）に会う。同日、二十七期生の長田先輩（陽一。江口と同じ職場で勤務、国務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）中巻第千八百 四頁に「八幡製鉄調査係長、書院卒業、その後日本製鉄所に永年勤務し、一九四五年に買付関係の部長 就任 その数年前、台湾へ行き石炭の交易をする。 五八 二月日本 鋼業代表団に通訳として我が国に来る。上海語と北京語を話すことが出来る」とある。一九八四年九月二十日亡くな ）とも会う。九日石灰窯に着き、三十五期生の岩橋先輩（恒治、佐賀県出身。江口と同じ職場に勤務 一 四四年夏に大冶県にて負傷し左足切断 揚子江に身を投げ も未遂に終わり、後に義足を付ける。戦後は八幡製鉄に入社 教育部の中国語教師を兼任する 一九八六年三月十六日亡くなる）の紹介を受ける。賀来は上海生れの大分県出身。父の敏夫は八期生で、一九三七年に青島駐在商務官室勤務となり、一九三九年 は中華全国火柴産鋪聯営社青島支店に移り、一九四二年に辞職している。戸田義郎、一九
O九年二月二十四日生れ、本籍は大阪で、
米三郎の次男。一九三二年に神戸高商卒業、同年書院講師となる。一九四
O年書院の予科開設にともない、予科講師
となる。一九四二年当時は学部助教授及び予科教授 就任中国産業革命研究に興味を惹かれる。一向宗を信奉 、眼鏡をかけ、背広を着た写真がある。一九七一年神戸大学学長となり、経済や簿記の著作が数冊ある。妻の久江は一九
『北京国家図書館所磁東亜同文曾院1938-43年 曾院生夏季旅行調査報告書及び日誌目 S革」29 
一六年に戸牧駒雄の次女として生まれる。長男の徳義は一九三九年生まれ。黒木正吉、『日誌』（蒙彊第一斑）がある。青島、済南、石門、天津、吉林、恰爾演を回る。別の一冊は青島、済南、北京、奉天を回る。横田文貞、『日誌』（第十二班）がある。鎮江、南京、徐州、済南を回る。別の一冊は、上海、南京、浦口、徐州、新京を回る。荒木勇、『日誌』（第十五班）がある。上海、南京、蕪湖南昌、江西、大連を 他に『戦時下に於ける九江の米穀について』がある。吉田悼三、『日誌』（第四班 北支蒙彊方面）がある。青島、済南、張家口、北京、 を回る。金丸一夫、『日誌』（第十二班）がある。青島から済南、北京等を回る。今回章、『日誌』（第三十二班 南支調査班）がある。久保徹之、『日誌』（ 十五班）がある。青島 京、天津、南口を回る。駒井輝男、『日誌』（束、南、中支調査 ）がある。巻木定輝、『日誌』（第二十一班）、蕪湖、南京、漢口、上海を回る。巻木定輝、土田正治の第二十一・二十九班、『人民団体』があ堀口博園、『日誌』（第二十八班、南支）がある。他の一冊は中支那班のもの、堀口博園 北村清八郎、清野幸雄岩見淳一『清郷工作及純正国民尚早亡。瀬戸真夫、『日誌』（第十七班、済南金融通貨調査 がある。青島、済南、北京、大問、太原を 別の一冊は、
済南、青島、天津、北京。瀬口政六、『日誌』（第二十四支班）がある。立見章三、『日誌』（第七）がある。蜂阜から済南、北京へ至る。利田幸雄、『日誌』（第三十五・中支班）がある。鈴木吉之、『日誌』（第十五班）がある。青島、張家口、大問、上海を回る。鈴木良介、『日誌』（第二十二班）がある。漢口、開封、北京を回る。柳田与平次、『日誌』（第十七班）がある。辞州、杭州北京、青島 。第三十班、南支。瀧津哲雄、『日誌』（蒙彊第三班）がある。南京、徐石門、大問鹿島達也、『日誌』（広東調査班）がある。鹿島達也、藤本博、中山節夫、中西芳一、佐味謙太郎、影山恒義の『天津と中支聞の経済関係』がある。馬殿幸次郎、『日誌』（第三十一班 寧波調査班）がある。他に賀来揚子郎と 『寧波地方調査報告｜箔業及び経済一般事情』がある。これは当時の書院で最も重要な錫箔業実地調査報告ニ篇中の一つであり 近代中国の紙箔業と紙銭生産にまで及ぶ。数年前 福建の陳啓新先生は八千字ほどの草稿『冥紙史話 （注l）を寄せられ筆者はこれを読んで、大変啓発させられたが、こ 文章 主に紙銭文化の源を探ったものである。日中戦争当時の同文書院大学学生の毘門、寧波紙箔業
に関する二篇 調査報告を最近読み、これらは人々の目にふれないものであること（注
2）を考慮し、特にここで紙
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箔業に関係する部分を整理して、補足とする。中国の紙箔業は清の乾隆年間には既にかなり発達しており、特に道光年間の初めには最盛期を迎えていた。当時、所江、江西の二省が中国の紙箔産業の中心であり、特に漸江の寧波 紹興、杭州の三都市と鹿門（福建南部の冥紙の中心地も含む）に集中していた。他にも広東東部の蓮陽、澄海付近も中心地であり、そ 原料 （竹紙）は福建、広東東部地域の特産 広く一般民家で造る で 冥紙は福建、広東東部一帯 広く製造されたのである。これは東南沿海地区の手工業が比較的発達していたことと関係しており、また現地の迷信的気風が濃いことを反映している。度門は別に特産地ではない 、貿易港と 竹紙の集積地となったので、日本占領以前には重要な紙箔 産地であった。新生活運動等の近代化による排斥 あったにも関わらず、依然として一般民衆は信仰を守ったので紙箔の生産量及び輸出の数量は高く 紙箔製造 基盤はとても強かった。日本の中国占領地の最高行政機関興亜院の鹿門連絡部の一九四
0年度調査に拠ると、当時の鹿門は紙箔業者が四十
八あり、その多くはただの作業場である。冥紙とは、広く葬祭時に使われる紙製品のことであり、
厳格に言えば神仏 前で燃やす紙 ことであり これは当時中国の漢文化地域で広 行われていたもので、別名を焼金銀紙または単に焼紙とも言い、紙箔は冥紙の大部分を占めていた。実際の紙箔の生産は原料の紙を再加工 、その上に錫箔を貼る。因って、鹿門 「薄」とも言われる。一九三四年のいわゆる新生活運動は冥紙業にかなりの打撃
を与え、使用者の減少により、多くの工員が失業に追いやられた。紙箔の種類は一元、一両元宝、紗銀等数種類があり、形の大小はその神仏の種類に依って、小銀、大銀、中銀、刈金、福金、寿金、天金、大三六、小三六、腰金の十種類ある。金銀紙 色によって言われ おり、銀紙は原色の錫箔紙を指し 金紙はエンジュの花の汁を使って錫箔を黄金色に染めたものである。用法上、この二種は区別があり、金紙は神前で用い 銀 仏前で いる。紙箔の生産過程に関して、上述の一九四一年の調査に拠れば次の三つ 工程がある。一．福建各地で造られた竹紙は大きさが揃っていないた
め、二十枚を束ね金水盤（板の台）上に置き、錠で切り大きさを揃える。
二．同じような大きさの錫箔を糊で貼り付け、暫く乾燥
させる。
三．糊が乾いたら、錫箔の上に同じ大きさの印（青金を
塗った）を押し、印の上に神仏の像を蹴ると朱紫色を呈する。でき上がった後に寿金を塗り、乾燥してから重ねておく。
寿金塗りの印墨は各作業場で造られ、原料はタイ産の朱
木で、柔らかい黄褐色をした細い木である。輸入時に皮剥かれ枝も切られて、使用時は斧で細かく削った木屑を熱水に入れて朱紫色になるまで煮、工業用ソ
l
ダと石灰を少
量加え、別の容器に入 置いておく。朱紫の沈殿物ができたら、すくいあげ、最後に重りとなる石を載せ絞りだしたら出来上がり。
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冥紙生産の設備はいたって簡単である。主に錠、寿金制、
箔刷、金水盤で、必要な資金は少なく、日本占領以前は一般に百元から三百元となり、五百元もあれば五十人を越える工員を庖える規模の作業場ができる。紙箔製造の原料となるものは、先ず第一に竹紙、次に錫箔、エンジュの花の汁、糊などである。日本占領以前の鹿門は主要な原料となる竹紙の殆どは同省の汀州（長汀）からのもので、その他に韓江上流及び定州、泉州、浦南辺りのものである。錫箔は広束、香港及び油頭から運び、その錫はフランス領インドシナ及び雲南のものであり 一立方の錫を二平方メートルにまで伸ばして錫箔をつくる。エンジュの花の汁は梅県から 糊はシンガポールからであり、両者でコスト 二割を占める。紙箔は鹿門現地で一割が消費され、残り 九割は上海、天津、青島、長江沿岸各地、台湾及びフラ ス領インドシナ、タイ、マレーシア、インドネシア フィリピン等の華僑居住地で消費される。中国税関統計に拠 と、一九三七年一
l八月の八ヶ月間で庭内を含む圏内の福建南部地域か
ら輸出された紙箔は四七八トン（一七五四＝二四元） ある。うち南洋（台湾を含む）へは三
O
五・九四トン（一一一一
五四六九一元）。一九三五年での鹿門 紙箔輸出量は二四0
・七三トン（一
O
七三六七九元、一九三六年では二六六・
九九トン（一二二六七二七元） 一九三七年では三
O
九・
五六トン（一五三三六七三元）となる。
一九三八年五月、日本海軍が鹿門を占領し、度門の紙箔
業は作業場の破壊、工員の離散という深刻な打撃を受け、原料の搬入の停止、大陸と 交易も特に許可された一部の
物資に制限され、冥紙の生産も全面的な制限を受けた。
日本の鹿門占領後、日本海軍、外務及び台湾総督府三者の代表が復興委員会を組織し、七月二十日には偽治安維持
会の成立によって、偽市政府社会課と鹿門市商会は次のような意見を出した。即ち、日本の大陸沿岸の封鎖により、福建各地 南洋 向け の冥紙の輸出高は激減している。出来るだけ速やかに占領前 状態に戻すことによっ 、失業者に仕事を与え、社会の安定を維持し、ど ように原料を輸入するか考慮されたいである。清の道光年間に鹿門の紙箔業はたいへん発達したが、具体的な同業組合の名称は分かっていない。一九三
O
年三月
二十三日に鹿門紙箔同業公 と名付けられた。役職とその機能に関して、理事長一 、理事及び会計に各々数名が設けられた。日本占領以前、鹿門紙箔同業公 働きは 主に紙箔の価格及び雇用工員の給与を規定し、調整することであり、開業公会への加入については制限していな 。同業公会の制度については、会員は関帝を守護神として
敬い、その上に「山西夫子位、福徳正神」の額を掲げるが、専門の業種の廟はない。八ム会加入時 十五元を支払い その後は毎月五元を支払う。
一九三八年の日本の鹿門占領により、紙箔同業公会も存
在できなくなってしまった。一九四
O
年十月十二日になり、
同じ鹿門紙箔同業公会の名前で再発足し、 本支配下 慶門市商会（光緒三十年発足）管轄下に入れられた。一名、常務理事二名及び理事四 が設けられ、役職は異なるがその役目は同じである。当時は、原紙が不足、販路の制限や生産の制限等の情況下にあった。華僑側の需要は変
同文書院記念椴 32 
わってはいなかったが、国民政府統治区の販路に対しては大きな制限を受けていた。従って公会加入についても厳しく制限され、冥紙製造の営業許可ある者のみが加入でき、会員業者の収益の低下を防ぐようにしていた。
日本占領の前後、漸江の紙箔のことを現地では錫箔と言い、その主な産地は紹興、寧波や杭州である。中華民国成
立後、政府は迷信を打破することを理由に錫箔に対して重税を課したが、長年の習俗は変えがたく、日本占領前でも錫箔業は漸江省の主要産業であった。一九＝二年以来、省財政庁は特別税徴収 専門主管局を置き、省庫の主要な収入となっていた。寧波の錫箔業は江東沿岸や市内に散在しており、規模は市内が小さく、市外の方が大きい。製造方法が煩蹟である故に生産過程で分業作業をおこない、工員は一つの工程を専門にやっている。また、同業 集中しているというなかで、一つの業種の中が幾つかの業種に分かれている。製造過程について言えば、箔作 鋪、楕紙、紙戸、研紙の四工程に分けられている。売買に ては箔荘、箔店、箔客の三つに分かれている。原料の経営者に至っては 櫨紙作、紙桟等がある。箔作即ち錫葉製作業者は、寧波に七十余軒、工員は一千四百余名に達する。錫鋪は錫葉を紙に貼り付ける 者で六十余軒あり、箔作と兼ねて る業者も た 梢紙 紙戸は箔鋪に代わって紙の上 伸ばした錫葉を貼る業者で、主に女工を使っていた。研紙は 箔を磨く工場のこ で 寧波に約百軒、五 の工員がいた。箔荘とは客 代わて売買する中間の箔商のことで、寧波 二十六軒あり そ
の内七軒は江東及び市内にあった各々の箔荘商会に加入している。箔客は、蘇州、上海、常州、無錫、南京及、ぴその他の地方の販売代理商のことで 寧波に二十余名いた。箔店のような小規模の小売店に至つては非常 沢山ある。紙には、鹿鳴紙、京放紙、段方紙、連五、黄襲、廠黄、寧荘紙等がある。鹿鳴紙 富陽、奉化、会稽、粛山、諸畳などで生産され、会稽産は品質が劣る。各地の鹿鳴紙は漸江省の箔鋪の全てが採用している。京放紙は一名を京辺ものと言い、富陽、粛山 諸畳などで生産される。通常、箔鋪が扱う段方紙は富陽、競山、連五で生産され 黄筆廠筆紙などもまた 寧荘紙は諸畳の楓橋、杜渓山で生産される。寧波では毎年錫箔用紙は百数十万元に達する。錫箔の名称には双九（別名は楊黄）、尖内（別名は鐘何）、長行、普車、裁当、好市、亦五、十八 四方 六方など種類も多く、箔鋪 一種類 錫箔を売ってい も、往々にして名称を変えて他店と区別するので 容易に繁雑に ってしまうのである。品質 四方を以て最良とし る。まとめると、錫箔は四つの等級にわかれ、価格は千枚単位で二！三角或いは五！六角異なる。同省内で売られるのは日本占領前は二千八百六十万元、約四割を占め、残り 五割は江藤省で販売され 圏内のその他の省、例えば安徽省、湖北省、福建省などで販売されるものが約一割、海外へ売られるものは少ない。箔客は寧波、紹興、杭州で生産した を梱包し、水陸各種運送方法を利用して他地へ運ぶ、また人に代理させるときは、箔価 十五%を営業税 して取る。
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寧波には販売のみの箔荘業も公会があり、一九＝二年四
月に発足、市内の太保廟にあった。紹興と杭州にも箔庄業公会があった。しかし、寧波では生産に従事する箔鋪業は同業組合はない。日本占領後は、沿岸封鎖及び原材料供給の一部断絶により、箔業件数の減少をみた。杭州の錫箔業は民国になってから迷信の排除や重税のため、業務は大幅に縮小されたが、農村市場は広く、一九三一年には全市に四百三十軒あり、その資本総額 四十一八万元、就 人員はご了五万人 年間売り上げ 八百五十余万元あった。製造工程は、箔作 箔鋪、情紙戸 研紙の四工程に分けられ、各工程は各々自作業で 互いに関連しあっている。杭州産の錫箔 名称の違いによって、好細、的車、普車、双九、紹段、郷践という区別がある。質量ともに紹興の紹箔を超える。祭杷用の焼紙は紙質の要求は低く、近代、中国の各地で生産されていた。例えば、一九四
0
年代初め、元々あった
小資本経営の二つ 工場が壊れた麻製 靴を使って焼紙を造り、大き は一尺位、一束九十五枚とし、年産千束、現地の鬼神を杷るのに供されるだけであっ （注4）。
一九四一年五月、日本の駐華製紙業組織の人が一冊 本
を著した。その中で、焼紙は中国 迷信であり 葬祭 時に燃やした灰が空に舞い上っ 天意に達するというのである。紙 節約する今日では最も不経済であり この迷信を根絶するのにまだ時聞がかか だろう。日本の駐華製紙業界の一人として中国の紙節約及、ぴ迷信の打破 関して勿論興味を持っている。これは中国の紙資源貿易を更 進めためである。この本は、王子製紙天津駐在員 調査統計を
基にしている。一九三五年の北支（華北を指す、以下同じ）での焼紙の生産量は三十六万ポンド 梱）、省外からの搬入一九五一六四五三ポンド、差し引いた焼紙の搬出六一
O
五一八ポンド、実際には一九二 五九三五ポンドとなる。ここの搬出入は華北では平均的であり、中国の他の地方と相対的であると言える。一九三九年も華北 焼紙生産は三十六万ポンドだが、省外からの焼紙の搬入は約二倍 三五一四二三三八ポンドに増加し、焼紙の搬出は三倍の一七人O四八八ポンドとなり、搬出を差し引いた実際は三三七二一八五
0
ポンドとなった。一九四
O年は華北の焼紙生産量
は依然として三十六万ポ だが、搬入推定 二四一万ポンド、搬出推定量は六十万ポンド 実際には二三 一万ポンドとなり、一年前と比べて約 万ポンド減少している。日本の華北占領後は、焼紙も含めて紙全体が統制を受けるようになった。一九 一年には、華北紙 量は十三・六万ポンドに規制され、千ポンド 単価百二十六円、合計十一万七千九百三十六円となった（注
5）。
東北では、日本人がすでに主に焼紙を生産し、中国人に焼紙を売る製紙工場をもっていた。これは一九一八年十二月に資本金五 万円（二十 円を納め、
1万株）で大連市
外革鎮盤会夏家屯（または夏家河子 も言う）に日本人が使うちり紙の生産を目的とした満洲製紙株式会社が開設され、翌年には工場 建設し機械を配置するのに奔走し、九二
O年三月設備が揃い、操業を開始した。ちり紙は日本
人が使うトイレットペーパーで、大連 中心として東北各都市の日本人商店で販売された（注
6）。紙質が似ている
ため、中国人の葬祭儀礼用の焼紙（本の中で 贈り物とし
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ているが、その意味は分からない）としても生産され、種類も海尖紙（または海光紙、尖と光は字形が似ている）、元表紙、京虹紙 土在紙及び烏虹紙と った種類があった。華人居住地ではどこでも需要があったため、満洲（現在の内蒙古東部及びもと熱河に属していた河北省の一部も含む）やシベリアで販売された。ちり紙の需要は少なく、焼紙のように大きくならなかったので、焼 の生産が主客転倒し、主要生産品となった。
この会社は分工場を持っていて、一九二五年九月十五日に合弁会社を資本金十万円で牛家屯に開業させた 、後に
様々な理由で経営困難 陥り、一九二七年六月にはついに満洲製紙株式 に合併されたが、二年後も のような情況であった。この工場 建物や機材は元々満鉄や関東庁から借り入れたものであって、満洲製紙株式会社に合併された後、更に二万四千六百九十・六二円を借り入れ経営を改善し、二ヶ月後の同年八月設備 整えて分工場として開業した。同年十一月下水道設備を改修し、ボイラー及び製紙業叩結机各一台を増設し、そ 他の部分についても改修を施した。しかし、一九二八年五月三十一日未明午前一時、製紙乾燥機で爆発があり、付近の機械もことごく破壊され、操業停止となっ 乾燥機を専門工場に送り修理する等多くの時間を費やし、十二月に入り徐々 回復していった。乾燥機爆発の前に、華南で暴動があったため、南紙の搬入は減少し、そのため銀相場は高勝し こ 工場 生産は空前の盛況ぶりをみせた。 かし、爆発後は銀市 も徐々に下がり、南紙も徐々に搬入され 以前の活動状態に回復したので、この工場の夜勤をや せ、日勤 みにな 。
製品は華人向けの焼紙となり、その内の元表紙（またを川表紙或いは黄表紙とも言う）は淡黄色をしていて、長さ一尺一・すから一尺二寸、幅九寸二分から九す五分五十、六十、七十、八十、九十枚単位で一束とし、二十四束で一能とした。葬祭に使われたり贈答品としても用い れ、中国古来の習慣に拠って焼いて霊を慰める。川表紙は山間僻地 も販売され、南満鉄沿線及び吉林、恰爾漬方面にも販売網があった。この工場は華人販売商と毎月一回現金定価取引をしていた（注
7）。
杭州では解放前から土紙業があり、主に漸江省各県で生産された黄焼紙を商っていて、市内で使われるものの他大部分は他地へ販売した（注
8）。
近代中国の紙史の研究上、冥紙業から分かれた紙箔業や焼紙業についての中国語の資料は散逸し いる。日本人は経済的必要から日本の占領以前からすでに東北に工場 建設して中国の焼紙業にまで入り込んだばかりではない本占領以降は漸江、福建、庭門の 箔業に対し 更に詳細な調査を 、占領地区の焼紙業についても調査をした。日本人が中国に来るのに随って 日本人の生産する中国在住日本人用のちり紙があった。この業種は日本敗戦後は再び存在することは無く 中国の近代紙史上では線香花火のようなものではあるが、研究する 値するものである 特に東北では、 焼紙やちり紙を同じ工場で生産いた。前述の同文書院の日本語による史料の整理・分析を通じ、また関連する中国語による史料を結びつけることは、今後、日本で中国 製紙業史 ついて深く研究するために一定の条件をあたえる。
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注：（1）『冥紙源流考』
三期）
（2）紙箔業の複写稿二種、一つは田尻泰正（佐賀県出
身、一九三八年四月入学、三十八期生）の一九四一年の実地調査『庭内に於ける紙箔手工業』、彼は同年十二月卒業し、中国連合準備銀行宿県顧問分室に勤務、一九九七年二月六日亡くな 。もう一つは、馬殿幸次郎（大阪府出身）と賀来揚子郎（大分県出身）の一九四二年の実地調査『寧波地方調査報告ー錫箔業及び経済一般事情』（ともに大学一期生、全体で四十期 三九 四月予科入学、一九四三年九月学部卒業）。
（3）『民国時期杭州』（漸江人民出版社、一九九二年）
三百四十三
l
四十四頁参照。
（
4）陳鴻櫨著『甘粛省之固有手工業及新興工 』（ 西北問題論叢』第 輯）一九四三年十二月、百七十二頁。
（5）一九四一年五月、日本の中国侵略の最高統治機構
興亜院華北連絡部の嘱託であった堤信雄の出版した機密文書『北支紙事情概論』七十七頁を参照。
（6）一九四
O年日本人の調査に拠る。当時日本人が上
海揚樹浦匿山路一二
O
二号に開設した新東亜興業有
限公司もちり紙を生産し、虹口にいた日本人七 軒に配給、販売していた。興亜院華中連絡部編『中支製紙工業調査報告書』（一九四一年一月）参照。
（7）南満洲鉄道株式会社庶務部調査課編『満州に於け
（『紙史研究』
北京、
一九九五年十
る紙の需要と製紙工業』（一九二九年十二月、大連）参照。
（8）『解放前的杭州工商行業』（『杭州文史資料選輯』一九八七年九輯）。
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門内功、『日誌』（第二十五班、南支）がある。内山敬忠、『 三 六 ）があり、西蘇尼特（内モンゴル）へ至る。綿引喜之、『日誌』（第三十二班、中・南支）がある。牧広、『日誌』（第三十六青島調査 ）がある。楠井晃、『日誌』（第二十九班、中支）がある。内倉三郎、『日 十四班）があり、青島、天津、北京、通県を回る。他の一冊では上海、青島、済南、北京、大同を回る。内山敬忠、『日誌』（第三十六青島調査 る。内田元三、『日誌』（第一八班）があり、上海、蘇州、南京蝉阜、徐州、北京、奉天を回る。内丸五典、『日誌』（第六班）があり、南京、済南、石門北京を回る。他の一冊では、揚州から浦口、済南、石門包頭に至る。奥田隆春、『日誌』（蒙彊調査班、第一班）があり、大向張家口を回る。平木義回目、『日誌』（第八班）があり、上海から青島 済南、石門、北京へ至る。乾正巳（己とも） 三十 班、南支調査がある。乾正巳等の『「蘇州鴻氏洞堂」、「杭州許氏洞堂」調査報告』、『大旅行調査報告書』（昭和十七年）がある。
乾正巳、織本健二郎、駒井輝男。乾は三十九期生、和歌山県出身、すでに亡くなった。芹沢五郎、『日誌』（第十四班）がある。他に『燕郊鎮の概略』がある。この鎮は現在河北省にある。これは、重厚で比較的価値のある実地調査報告である。現在でもこの鎮の調査を日本人が行っていて、二
OOO
年三月二十七日に
発行された神戸大学文学部『五十周年記念論集』（紀要第二十七号）四十九l九十五頁に佐々木衛氏の長篇『中国村落の構造考察｜三河市燕郊鎮馬起乏村を事例として
l
』が
掲載されているが、近年来の実地調査 歴史情況を述べる時に芹沢 報告をむろん挙げてはいない。
芹沢は静岡県出身、四十期生、現在も生存している。国
務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）中巻二千二頁に連絡先が東京都となってい 、東洋綿花海外統括部職員、「一九五六年に日本商品展覧団団員とし 我が国に来る。中日貿易の為に努力したいと表明。中国語が堪能である」との記載がある。清弘正巳（己とも）、『日誌』（蘇州班）がある。清水一夫、『日誌』（第三十六班）があり、青島、天津北京、恰爾演を回る。他の一冊では青島、大連を回る。清野幸作、『日誌』 南支調査班）がある。秋山征七、『日誌』（北支調査班）がある。秋本伸一、『日誌』（第四班、北支蒙彊方面）があり、青島、徳県、石門、太原、南京、杭州、上海を回日野晃、『日誌』（第三十七班）香港調査班）がある 香
港調査班。
日野茂樹、『日誌』（第五班）があり、揚州から幹車、徐
州、済南、石門、太原、天津、奉天を回る。他に於ける紐行について』がある。
械本健一郎、『日誌』（第三十三班、蘇杭班）がある。三浦良男、『日誌』（第二十班）があり、開封、徐州、南
京、上海、徐 大岡 北京を回る。他の一冊では、南京、開封、奉天、釜山を回る。三浦良男、渡辺卓郎、岡秀彦の『都市の経済機能の分析』は石丸岩夫のテ！マと近い。山田静雄、『日誌』（第十二班）があり、南京、徐州 済南、青島、北 を回る。山田尚、『日誌』（第五班）があり 青島から済南、泰山、石門、包頭などに至る。杉本出雲、『日誌』（第三十七 る。他に『満洲開拓村調査』もある。後に愛知大学教授となり、一九九
O
年
一一月二十五日亡くな杉山恭衛、『日誌』（第十二班）があり、上海から南京、浦口、徐州、済南、天津 北京へ 。他に 『新政権治下に於ける教育建設状況』がある。深沢邦基、『日誌』（第三十八班北支調査班）がある。石凡岩夫、『日誌』（第十五班）があり、青島 大連 済
南、北京。他の一冊では 青島 済 張家口、大同を回る。石橋申雄、『日誌』（第五班）があり、上海から青島、済
南、石門、徳県、大同等を回 。
石丸俊雄、『日誌』（第九班）があり、青島から済南、徳
県、石門 北京へ至る。他に、『都市の経 機能の分析｜石門』がある。三浦（良男）とテ
l
マが近い。
守田忠夫、『日誌』（第二十四班）があり、上海、
『太原に武漢を
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回る。南支班。松城弘、『日誌』（第七班、北支調査班）があり、青島、済南、北京を回る。他の一冊では南京、済南、北京等を回る。松尾七郎、『日誌』（第十五班、北支調査班）がある。青島、済南、北京、張家口、北京を回る。他に『大東亜戦争の中国人並び外国人に与えた影響』があ松山升、『日誌』（第十班）があり、上海から南京、蘇州へ至る。松野谷夫、『日誌』（第三十七北満調査班）がある。松野谷夫、岡本健、高原茂美、杉本出雲の『満洲国北安省緩綾県第三次開拓国瑞穂村』。松野は一九二一年一月十八日佐賀県に生まれる。佐賀 学卒業 国務院外事弁公室編集印制の『日本人物辞典』（前掲）中巻第千七百八頁に 連絡先は東京都千代田区有楽町二｜三朝日新聞社 新聞記者朝日新聞社外報（国外消費？）部員。「一九四三年九月上海東亜同文書院卒業後は朝日新聞社に入社、現在も勤務。最初は 大阪本社に勤務、一九四五年二月西部本社に転任、一九五
O
年一月東京本社東アジア部に転属し、一
九五二年九月から東京本社外報部に勤務する。一九五七年一一月中国に取材に来ることが許可される。松野は五ヶ月以上滞在し、約百以上の記事、七万字以上を書き、中国の整風・反右派闘争・政治協商会議・全人代などについて詳細な報道をした。彼は反右派闘争 「自由批判」 対す 冷や水であると考え、中国には「自由」がないと考えた。「人々なんでも話していいと言っておきながら 後で逆にお前は正しくないと言うようなやり方は理解でき 」と彼
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言っている。彼は右派分子に非を悔い改め生まれ変わる機会を与えるのは、「少なくとも表面上は団結l批評ー団結の公式ができる」と考えている。彼が中国の印象について話すには、「中国建設の進展には驚かされる」とあり、これは「中国は豊富な資源やソ連の援助があり、もっと重要なことは良い指導者がいる」からだと考えている。彼は特に中国はまだまだ貧しいと語り、広州 水上生活者と北京飯店の盛大な宴会を対比して描写した。更 彼は中国人民の道徳水準の向上について語り、「中国は変わった、中国人は中国そ ものより変化が大きい」と結んだ。一九六四年九月十三日 亡くなった、享年七十二歳。松原一夫、『日誌』（蒙緩調査班、第三班）があり、南京、石門、徐州、北京を回る。他の一冊で 上海 南京、徐州、石家庄、新京、釜山を回る。太田松男、『日誌』（第二十一班）があり、嘉興、蘇州、南京、蕪湖、済南を回る。唐川博、『日誌』（第十一班）があり、青島から済南、北京等に至る。藤本博、『日誌』（第四十四南支調査班）がある。第三十四班、南支。藤村正輝、『日誌』（第三十二班、蘇杭班）がある。藤森正歳、『日誌』（第十六班）があり、青島、天津、大向、張家口を回る。他の一冊では上海、青島、天津、北京を回る。藤森正歳、長坂穀、斉藤増雄『天津に於ける経済需の現況』。田沼菊弥、『日誌』（第七班）があり、南、北京、天津に至る。
南京から浦口、済
田中市松、『日誌』（第二十六班、南支）がある。田中卓也、『日誌』（第三十八南支調査班 田中
卓也、小松秀吉、日野晃、重松盛二の『英国皇領植民地代に於ける香港の経済機構（貿易）。附
h
皇軍占領後の建設
状況』。
土田正治、三十九期、『上海調査
1
人民団体｜』がある。
西滞信男、『日誌』（第十一班）があり、青島から済南、北京、天津に至る。西津信男、中村益世、唐川博、『北京を中心とした騎舵業の調査』。喜多見三良、『日誌』（第三十五班、南支調査班）があり、済南、北京を回る。係谷礼輔、『日誌』（第十二班）があり、青島から済南、天津、北京などに至るり小島和雄、『日誌』（第十四班）があり、大連 天津、北京を回る。小林淑人、『日誌』（第十七班）があり 青島 済南 石門、包頭 大同を回る。他の一冊では、青島、済南 張家口、天津を回る。小松秀吉、『日誌』（第三十人南支調査 る。小野桂、『日誌』（中支班）がある。小野良章、 第六 り、南京から大向、張家口、北京等に至る。小野敏乎、『日誌』（第三十八満洲調査班）がある。信元安貞、碓氷純男 桜田治平、『日誌』（第十九班）がある。他に『芝宋地方発網花辺手工業調査報告』がある。信元安貞は『日誌』（第九班）があり、上海、青島、芝景、奉天を回 の一冊では上海 青島、北京、奉天、新京
を回る白星久次、『日誌』（第三十八東北調査班）がある。他に『第七次虎力開拓国調査報告』がある。緒方正義、『日誌』（第二十 班）があり、漢口、南京、武漢、蕪湖、北京を回る。緒方正義、安藤資郎、村田裕彦『農村生産物集荷制度
l
漢口を中心とする綿花集荷制度』、
百六十九頁。岩尾淳一、『日誌』（中南支調査班）ある。第二十八班南支。野村智て『日誌』（蒙緩調査班、第三班）があり、済南、包頭、張家口、天津、北京を回る。’野上正、『日誌』（第十七班、済南滞在班）があり、青島、済南、天津 北京を回る。他の一冊では、青島、大連、済南、北京、新京、上海を回
c
伊藤泰司、高田宣夫、坂下政幸、大島新五ロ（第二班）、『包頭に於ける蒙古業、包頭市の経済的機能 分析』
C
蔭山恒義、『日誌』（第三十四班、南支）があり、上海｜香港。標田治平、『日誌』（第十九班）があり上海、青島、芝宋天津、北京、南京を回る。永井康吉、『日誌』（第五班）があり、青島から済南 北京に至る。他の一冊では北支第五班 青島 済南、包頭、北京を回る。宇佐美和彦、『日誌』（第六班、太原 揚州、南京、徐州、済南、石門、北京、大同を回る。他の一冊では徐州から済南 石門 天津に至る。宇佐忠人、『日誌』（無錫班）がある。他に『無錫県県政
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調査』がある。別の一冊は楠井晃（第二十九班）。玉村三夫、『日誌』（第二十七班、南支）があり、土地家屋問題調査を含む。斉藤博、『日誌』（北支班）があり、南京、石門、北京、包頭を回り、蒙古について述べている。斉藤忠夫、『日誌』（第七班）があり、上海から 京、済南、天津、奉天に至る。斉藤増雄、『日誌』（第十六班）があり、上海、済 天津、大同を回る。報告 は藤森正歳の名もある。一九一一一年一月十四日安東県に生まれ 、千葉県出身。大連高等商業学校卒業後、書院に入学。卒業後は横浜正金銀行に入社、陸軍に徴兵されて華中・華南を転戦する。一九四七年 グンゼ産 に入社 一九五四年 中国貿易を展開して、取締役中国貿易室長に就任する。国務院外事弁公室編集印刷の「日本人物辞典』（前掲）下巻第二千四百六十一頁に、連絡先として東京都世田谷区玉川田園調布二｜八三
O
、グン
ゼ産業社員と記載されている。「一九五五年日本工商会訪中代表団の通訳となるも、中国語があまり上手くなかったため、団内の雑務を取り仕切り、意気 上がらなかった。一九五七年の中国紙綱公司の訪日代表団の日本滞在期間は、斉藤が大阪の絹織物メーカー訪問の際に、生糸会社の人と中国側との交渉に同席した。」一九九
O
年六月二十日亡く
なる。事年六十歳。真下九五雄、『日誌』（第九班）があり、上海から青島、済南、石門、北京に至る織本健二郎、『日誌』（中南班）がある。
『無錫県県政概況』宇佐忠人・
中村勝、『日誌』（中支調査班）がある。中南北支調査班。中村輝美、『日誌』（北支調査班）がある。青島、太原、大問、張家口等を回る。第四班は別の一冊では北支蒙張方面で、青島、大問、北京を回る。中村輝美、大江勝 吉田停三、秋本伸一、『純蒙地域政治建設状況』百八頁。『華 方面政治建設状況調査報告書』。中山節夫、『日誌』（第三十四班、南支）がある。中山喜久蔵、『日誌』（第三十六班、北満調査班）があり、西察尼特（内蒙古）に至る。中山喜久蔵等『大東亜戦争中国人並び外国人に与えた影響』。中西芳一、『日誌』（第三十四班、南支）がある。宗方健三郎、『日誌』（第十二班）があり、青島から済南、天津、北京、大同等に至る。佐伯朝春、『日誌』（第二十七班 南支）がある。他に♂央米在支権益の大東亜戦争後 於ける帰趨』。佐妹謙太郎、『日誌』（第三十四班、南支）がある。佐藤泰司、『日誌』（第二班）があり 上海から南京 青島、済南、北京、包頭等に至る。
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第四十一期、昭和十五年四月予科入学、十九年九月学部卒業、十八年旅行調査
北村求、『日誌』（蘇州班）がある。六月一
i
八月二日、
二十一頁に、二年乙組六十四番と記載があり、安藤大佐の匪賊討伐の記載がある。他に呉県経済班『呉県金融調査報止口』。本里明、『日誌』
（呉県班、
学部二年）。武進班「常州の
金融機関』。
比嘉定雄、『崇明島教育調査報告』。柴田敏之、江都班、標題は『大旅行日記抄』。他に『江都県金融通貨物価状況』がある。六月に調査。長島一夫、武進班 歴史と地理について述べている。赤司武夫、『南通経済班集荷配給のニ』。赤沢修二、『日誌』（武進班）がある。他に『武進県言語習俗調査報告書』（学部三年甲組）がある。川村実、南通班、『南通県工業調査報告書』。川崎法太郎、『日誌』（常州班）がある。他に『報告』がある。川崎昭二、（『大学史』には名前が漏れている）、『上海地産経営』。川崎謙吉、丹陽班、 報告』がある。村田裕彦など、第二十三班 『農村生産物の集荷制度、蕪湖の米』。大屋英夫、数野泰 『常熟県教育調査報告』堤徹、常熟班、『支那社会の実証的研究 百二十四頁プラス三頁。一九一二年六月八日鞍山に生まれる、北海道出身、国務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）下巻第二千七百四十一頁に「連絡先が神奈川県川崎市戸手二の五十三、東京都中央区銀座西二 一東方商会内、東方商会営業課長とある。一九三四年三月大連嶺前小学校を卒業、一九三八年二月大連第一中学校を卒業し、一九四
O
年
一一月上海東亜同文書院予科卒業、一九四 年十二月同大商学部を卒業（硬式テニス部に参加）する 一九四五年六月交易営団需品局業務部に勤 、（登復員本部勤務、一九
四六年復員）、一九四八年四月閉鎖機関整理委員会（敗戦後、各機関の撤回事務を処理する機構）資産処 局機械金属部特殊鋼課（旧軍用特殊鋼の在庫処理輸出業務を主管）に勤務、一九五一 四月千代田金属産業に入社し、特殊鋼や廃棄銅の輸出業務や日本特殊鋼、特殊製鋼、日本金属工業、日本治金工業、大同製鋼、日本発条、日立製作所等の製品の圏内販売及び特殊鋼材の輸入（西ドイツやカナダから）業務に携わる。一九五 年一月望月海運に転職、横浜支社次長に就任し陸・海運での関税に関する仕事 携わ 。一九五六年二月東邦商会に入社、企画課課長に就任し、一九五七年十月 運輸課長、後、営 長、今に至る。一九五六年五月から八月まで北京に滞在し商談し、一九五六年十月から一九五七年十月末まで北京と上海で日本商品貿易展覧会に出席し、後に広州での中国輸出商品交易会にて商談する。その後更に、北京 戻り一年間 商談 ため滞在る。一九五八年三月から五月ま 中国五 進口公司の招きで北京で商談する。中国語が達者、誠実 サラリーマン気質、中日貿易に積極的に取りくむ」とある。他 も東南アジアとの貿易にも従事し、 七八 からは中日貿易を専門に行い 東邦商会の役員に就任する。東輝夫、第二十一班、『安慶の救済事業』。これは大変価値のある実地調査報告である。『大学史』には三 七期で、熊本県出身、剣道に通じ、三浩電気会社を経営する。のち病気を患い療養し、存命。豊川永玉、武進班、調査旅行の日程を追加。蜂尾慶六、『泰県人口家族制度』。福谷精作、武錫班、『武錫県 報告書（史地）』。
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高久七郎、今江寿孝、『揚州社会班（人口家族制度）』。高瀬恒て常熟班、『史地調査』。高木芳郎、南通班、社会部。高木恒男、崇明班 各県の行政（主に統制経済）、四十六頁、崇明地図付き、ガリ版刷り、注記がある模様。高田富佐雄、『無錫地区に於ける集荷及び配給の現状』。高田は佐賀県出身、毎日新聞社の特派員で、剣道部、復員後毎日新聞社に入社、国務院外事弁公室編集印刷の『日本人物辞典』（前掲）中巻第二千二百九
l
二千二百十頁に毎
日新聞社記者と記載され、「一九五六年七月に戦犯の家族の妻子に随い中国に来て戦犯の情況を取材する。目立ちたがり屋で、積極的に中国人記者と会う。中国語が堪能である」とある。文草時には北京に駐在し その報道は日本や諸外国の注意を引き、国際問題評論家 して活躍する。大変多くの著書を遣し、一九九一年十月三十日亡くなる。高速三郎、崇明班、『日記』、学部二年六月一日
i
八月五
日の四十頁があり、二十三頁（頁数捺印） 張家口満鉄調査部高橋嘉市先輩（二十期） 会う。後、恰爾演に移る。他に『崇明烏集荷調査報告書』がある。工藤俊一、武進班、宗教篇、『日誌』二枚。宮本幹男、武進班、『訓練 宣伝、出版物調査』。宮田一郎、丹陽調査班、『日誌』がある。他に『丹陽県双廟郷史家村及岡県中征郷偉家坂に関する社会的考察斑』がある。谷山善夫、呉県班、『日誌』と 蘇州工業調査報告』四部がある。関屋重政、太倉班、『日誌』学部二年がある。他に『県
政調査』がある。亀井壮介、常熟班、『日誌』調査』がある。河岡洋て朝鮮人 崇明 がある。他に『報告』八十三頁、崇明地誌で比較的に前面的なものである。鶴田茂雄、『南通県沿草及び自然』。黒沢貞夫、菅野俊作、呉県班、『日誌』がある。他に『日誌』泰県班、治安。花井清二良、江都班、五月二十九日
l
七月二十一日、四
十二頁、北方に至り、標題『大旅行調査日誌』。他に『江都県郷土芸術』がある。原田正人と共に『江都県経済調査（集配）』。吉川一郎、常熟班、『人口に関する報告』。昭和十八年十月二十日、学部三年甲組、小竹教授指導。吉田良雄、泰県調査班、六月十六日！七月末、十七頁。北方、満洲に行く、学部二年。他 『報告』があり、二部は表紙と長短が異なり 長いのは大使館事務所へ提出用短いのは学校へ提出用。泰県工業 正文は二十六頁まで、数十枚の図表がある。吉田正夫、江都班、『日誌へ六月一日
l七月十日、頁数
がない（五頁までふつである） 四 五 。他に『江都県治安調査報告』がある。吉沢仁、『常熟経済集荷及び配給について』 三頁。加藤和、『呉県に於ける政治指導』。加藤美治、無錫班、『無錫の金融機関について』。家村繁治、武進班、『日誌』、五月二十九日
l七月十四日、
四頁、張家口に至る、学部二年。他に『武進県集荷及配給』
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がある。他に『常熟県県政
がある。甲斐照敏、『丹陽工業実態調査報告書』。菅野俊作、黒沢貞夫の頁を参照。江藤卯太郎、泰県班、『泰県県政府調査』。金海政秀、常熟班、『常軌…県集荷配給機構について』。金海もしくは作者不明 常軌山 調査報告へ書面なし。今回章、第三十二班 『杭州付近を中心とする綿花の集荷制度及一般綿花状況』。今回章（昭和十七年三十九期）。伊沢寛、泰県班、学部二年甲組。久保田穣、経済（工業調査）。菊野幸夫、『江都県財政調査』。立上良美、武進班、『日誌』銅筆蘭写本、十三頁、六月一日
l七月二十九日、蒙彊へ至る。他に『江蘇省武進県教
育調査報告書』がある。笠川幸雄、崇明政治班、『財政』。林勲、『呉県県政』。鈴木良 一冊は著者名がない 行 組織調査』。馬場重定、『常熟 司法調査要綱』。茂原隆雄、朝鮮人。木下勉、常熟班 財政実態調査報告書』。南里誠治、丹陽県、報告内倉吉憲、太倉班 学部二年。学部三年乙組 太倉 調査班、『治安調査』。内田元三等、『道観経済状況を中心として見た庶民信仰』。奥野珠雄、海門調査班、『政治清郷工作』片岡正一、太倉班 太倉県の沿革及び自然
μ』。
平尾尚、南通班、『司法報告書』。『財政 書（南通）』
第二部、両方とも四十八頁ある。蒲地博、武進班、学部二年、標題は『大旅行日記抄』。他に『武進県に於ける統制経済』、学部二年がある。橋本富士雄、『呉県教育宗教調査報告書』。青木正視、崇明班 『日誌』。『宗教調査報告』。他に『報告』がある
D
清水好孝、
E泰県財政調査報告書ヘ
秋山善三郎 町泰県宗教調査報告』、「泰県方言調査報告へ『泰県宗教一言語調査』。山本福三、無錫班、『日誌』。『青少年訓練』。山本孝雄、『太倉県下の訓練出版物宣伝及び宗教』。峡正毅、『海門県教育』。山田嘉彦、 泰県「県司法」調査報告書』。山尾照芳、太倉班、学部二年、『家族制度』。上回猛、『無錫班治安調査』。上野肇、老安彦臣、海門班 金融』
C
石橋達郎、南通班、『南通教育調査報告書』。石橋斗、呉県班、『日誌』。他に『呉 に於ける宣伝調査がある。市川正和、無錫班、『無錫県郷土芸術』（人形調査）。世田和夫、『日誌』。他に 崇明島金融 報告書 がある。柿崎守悌、崇明班、学部三年甲組。数野泰吉、大屋英夫の項を参照寺沢衛、呉県班 学部二年乙組 『呉県史地』。松本和夫、『日誌』。他に『呉県に於ける集荷及び配給調査報告大要（前編）』。がある
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松田又一、丹陽班、『丹陽県県政調査報告』。松尾長、『江蘇省海門県言語調査報告』。松尾悦夫、『海門に於ける集荷配給状況』。湯浅銭三、『報告』。藤谷三郎、武進班 『日誌』、張家口へ至る。頁数なし、四頁、六月二十日
l七月十五日。他に『武進県政』がある。
藤井芳彦、泰県班、『日誌』。藤井孝一、崇明班、『旅行日記報告』。他に『報告』がある。藤田信弘、呉県班 学部二年甲組。 呉県方言調査』、後は民歌となる。田坂博能、無錫班、乙組二十八番。 無錫に於ける言語
並びに習俗』。
田中重信、丹陽班、学部二年。『丹陽県金融調査報告書』。柘植大六、丹陽班、『日誌』と『報告』。宗教丸川辰生、丹陽班、『金融調査報告書（附・・通貨 物価）丸尾忍、丹陽班 『文化 宣伝、出版物』。尾藤勝彦、泰県班、『統制経済』。西多喜雄、崇明島班 『配給』。西内寛隆、常熟調査班 常熟工業調査』。西尾正、南通班 『南通統制経済調査報告』。峡正毅、海門班 爽正毅（前掲）を参照。下隠登善吉、呉県調査班、社会 日誌』 他に『呉県
楓橋鎮内諸部落の社会的考察』がある。執筆年号をつけてない。呉県社会班、謄写本。向野貴文、武進班、標題は『大旅行日記報告』。学部二年乙組。
小倉義信、『崇明島の工業調査』。小川清、南通班。経済班、『南通集荷配給』。小松康宏、江都班、（風俗） （言語）、『報告』二冊ある。小中清、常熟班、『報告 言語 』。熊野実、『海門工業』。伊藤茂、『江都県に於ける教育概況』。益田憲吉、海門調査班、『官－伝 訓練、出版物』。永野厳、『常熟に於ける金融（通貨 物価）』。有野芳郎、常熟班 支那家族制度』。原不二郎、崇明班。原不二郎、原英一、崇明班、『史地』。原英て崇明班、『日朱』。原田正人、花井清二良を参照。早瀬次雄、『常熟県に於ける統制経済の現況』。増山恵三、江崎村太 江都班、『報告』、社会調査。益田義範、斉藤（博？）、松原（四十期 松原一夫？等『包頭市調査資料』。斉藤鉄弥、南通班 二冊のうち 一冊は後に附録多数。学部二年甲組、経済。志村房造、無錫調査班 『無錫県の人口及び無錫に於る社会職業団体』。中村信、蘇州班、『日誌』。他に 県政報告書』があり無錫班。佐藤金人、南通班、『蘇北清郷工作南通特別区行政』。書名頁数なしの『報告』が二種 一つが済南班、一つが崇明班のもの。
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（一九九九年九月の時点における調査）
明らかな誤植は訳者が訂正した。原文中、明らかな誤りの訂正は最少限に止めた。
〔〕は筆者注
筆者・・房建昌
（中国社会科学院辺境史地研究センター副研究員）
訳
者
（院
第
大
美
学
院
文
学
研
審
議
博
士
課
程
案
文
学
博
士
武井義和（愛知大学大学院中国研究科後期博士課程在籍中）前田克彦（愛知大学大学院中国研究科後期博士課程在学中）
『北京国家図曾館所蔵東亜同文書院1938-43年 寄院生夏拳旅行調査報告書及び日蛇目Sゐ45 
